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【過去問 1】 

次の問いに答えなさい。 

（北海道 2023 年度） 

問１ 次の文の  ①  ～  ⑧  に当てはまる語句を書きなさい。 

(1) 電車や自動車のスピードメーターのように刻々と変化する速さを，平均の速さに対し， ①  の速さと

いう。 

(2) 原子は  ②  と電子からできており， ②  は陽子と中性子からできている。 

(3) タンポポのような双子葉類の根は，太い根である主根とそこから伸びる細い根である  ③  からなる。 

(4) 侵食された土砂が流水によって運搬され，川の流れがゆるやかなところでたまることを  ④  という。 

(5) 滑車やてこなどの道具を使うと，物体を動かすために加える力を小さくすることができるが，仕事の大き

さ（量）は道具を使わない場合と変わらない。これを  ⑤  という。 

(6) ＢＴＢ溶液は，酸性の水溶液では黄色，アルカリ性の水溶液では青色に変化する。このように変化した色

で，溶液の酸性，中性，アルカリ性を調べる薬品を  ⑥  という。 

(7) 被子植物の花は受粉すると， ⑦  が成長して果実になり， ⑦  の中の胚珠は種子となる。 

(8) 地震計に記録された地震のゆれのうち，はじめの小さなゆれを  ⑧  という。 

問２ 長さ３cm のばねを引く力の大きさとばねののびとの関係を調べたところ，図のようになった。このばね

を 0.4Ｎの力で引くと，ばねの長さは何 cmになるか，書きなさい。 

図  

問３ ４％の食塩水 100ｇをビーカーに入れておくと，一部蒸発し，その食塩水は 80ｇとなった。このとき 80

ｇの食塩水の濃度は何％か，書きなさい。 
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問４ エンドウの種子Ａ～Ｇを育て，２つずつ選んでかけ合わせた。表は，かけ合わせた種子とかけ合わせてで

きた種子の形質と割合を示したものである。Ｇがしわの種子のとき，丸の純系の種子と考えられるものを，

Ａ～Ｆからすべて選びなさい。 

表 

かけ合わせた種子 かけ合わせてできた種子の形質と割合 

種子Ａと種子Ｄ すべて丸 

種子Ｂと種子Ｅ すべて丸 

種子Ｂと種子Ｆ 丸：しわ＝３：１ 

種子Ｃと種子Ｇ 丸：しわ＝１：１ 

種子Ｄと種子Ｇ すべてしわ 

問５ 次のア～ウを太陽の南中高度が高い順に並べて記号で書きなさい。 

ア 夏至の札幌市 イ 冬至の札幌市 ウ 夏至の那覇市 

 

問１ 

(1) ①  

(2) ②  

(3) ③  

(4) ④  

(5) ⑤  

(6) ⑥  

(7) ⑦  

(8) ⑧  

問２   cm 

問３   ％ 

問４  

問５ 

高い 低い 

 →       →  
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問１ 

(1) ① 瞬間 

(2) ② 原子核 

(3) ③ 側根 

(4) ④ 堆積 

(5) ⑤ 仕事の原理 

(6) ⑥ 指示薬 

(7) ⑦ 子房 

(8) ⑧ 初期微動 

問２ ９ cm 

問３ ５ ％ 

問４ Ａ，Ｅ 

問５ 

高い 低い 

ウ  →   ア   →  イ 

 

問２ 図から，このばねを 0.2Ｎの力で引くと３cmのびることがわかるので，0.4Ｎの力で引くと６cmのびる。力を

加えていないときのばねの長さが３cmなので，0.4Ｎの力で引いたときのばねの長さは，３＋６＝９cmとなる。 

問３ ４％の食塩水 100ｇに含まれる食塩の質量は，
 ４ｇ 

 100ｇ 
×100＝４ｇである。この食塩水の水が一部蒸発し，食塩

水の質量が 80ｇになったのだから，このときの濃度は，
 ４ｇ 

 80ｇ 
×100＝５％である。 

問４ 丸の純系の種子がもつ遺伝子の組み合わせをＲＲ，しわの純系の種子がもつ遺伝子の組み合わせをｒｒとする

と，Ｇの遺伝子はｒｒである。このとき，Ｇとかけ合わせてできた種子が丸：しわ＝１：１となるＣの遺伝子は，

Ｒｒである。また，Ｇとかけ合わせてできた種子がすべてしわとなるＤの遺伝子は，ｒｒである。すると，Ｄとか

け合わせてできた種子がすべて丸となるＡの遺伝子は，ＲＲである。また，かけ合わせてできた種子が丸：しわ

＝３：１となるＢとＦは，ともにＲｒである。Ｂとかけ合わせてできた種子がすべて丸となるＥの遺伝子は，Ｒ

Ｒである。以上より，丸の純系の種子はＲＲの遺伝子をもつＡとＥである。 

問５ 北半球の場合，同じ地点では，冬至より夏至の方が南中高度は高くなる。また，同じ日であれば，緯度が低

いほど南中高度は高くなる。 
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【過去問 2】 

次の問いに答えなさい。 

（北海道 2023 年度） 

天体の見え方について調べるため，北海道のＡ市で次の観察を行った。 

観察１ ある年の３月 25日の夕方，ひときわ明るい天体Ｘが西の空に見えた。表は，３月 25日，４月 25

日，５月 10 日の同じ時刻，同じ場所で天体望遠鏡を用いて同じ倍率で観察した天体Ｘをスケッチ

したものと，観察した日における天体Ｘと太陽が昇った時刻と沈んだ時刻をまとめたものである。 

表  

観察２ 同じ年の３月 28日の夕方，西の空に月が見えた。 

問１ 観察１について，次の(1)～(3)に答えなさい。 

(1) 次の文の  ①  ， ②  に当てはまる語句を，それぞれ書きなさい。 

多くの天体望遠鏡で見える像の向きは，直接見た場合と異なり， ①  が  ②  に見える。 

(2) 図は，太陽と地球の位置，天体Ｘと地球の公転軌道を模

式的に示したものである。天体Ｘの公転軌道が図のよう

になると考えられるのはなぜか，表から読み取れること

をふまえ，書きなさい。 

図 

 

(3) 天体Ｘについて，同じ年の 12月まで続けて観察したとき，ア～エを観察できる順に並べて記号で書きな

さい。 

ア 大きく欠けた天体Ｘが，明け方，東の空に見られる。 

イ 天体Ｘが，太陽と地球の間を通過する。 

ウ 天体Ｘが，夕方，西の地平線に沈む。 

エ 欠け方の小さい天体Ｘが，明け方，東の空に見られる。 
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問２ 観察２について，次の(1)，(2)に答えなさい。 

(1) 観察を続けると天体Ｘと月が重なって見えた。このとき，北極側から見た天体Ｘ（ ）と月（ ）の位置

関係を示しているものとして最も適当なものを，ア～エから選びなさい。また，観察される現象を説明した

次の文の  ①  ， ②  に当てはまる語句をそれぞれ書き，③の｛  ｝に当てはまるものをア，イから

選びなさい。 

ア イ ウ エ 

    

天体Ｘと月が重なるとき，２つの天体は地球の自転によって１時間に約 15°移動して見えるはずで

ある。しかし，月の公転が地球の自転と  ①  向きであるため，月の見かけの動きが 15°よりも  ②  

なる。このため，天体Ｘは月の③｛ア 東側から西側  イ 西側から東側｝に移動して見える。 

(2) 観察した日の約３日前に，観察できる可能性のある事象を，ア～カからすべて選びなさい。また，選んだ

事象が観察できるときの天体の位置関係を説明しなさい。 

ア 皆既日食 イ 皆既月食 ウ 満月 

エ 部分月食 オ 金環日食 カ 新月 
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問１ 

(1) 

①   

②   

(2)  

(3)  →      →      →  

問２ 

(1) 

記号   

①   

②   

③   

(2) 

記号   

説明  

 

問１ 

(1) 

① 上下左右 

② 例  逆 

(2) 

例 

形が大きく変化し，太陽が沈んでから天体Ｘが沈むまでの限

られた時間にしか観察することができないから。 

(3) ウ → イ → ア → エ 

問２ 

(1) 

記号 ウ 

① 例  同じ 

② 例  小さく 

③ ア 

(2) 

記号 ア，オ，カ 

説明 

例１ 

太陽，月，地球の順に並んでいる。 

例２ 

地球から見て，太陽と同じ方向に月がある。 
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問１ (2) 表より，天体Ｘは太陽がすでに昇った後の朝に昇るが，太陽が出ている間は観察できない。太陽が沈んで

から，22時前後に天体Ｘが沈むまでの限られた時間にだけ観察でき，真夜中には観察できない。これは，天体

Ｘが地球より内側の軌道を公転する内惑星だからだと考えられる。また，内惑星は，太陽からの光が当たって

いる面の地球からの見え方が大きく変化していくため，その形が大きく変化するように見える。 

(3) 表のスケッチと，天体望遠鏡では上下左右が反対に見える

ことから考えて，３月 25日，４月 25日，５月 10日の天体

Ｘ，太陽，地球の位置関係は図のようになっていると考えら

れる。よって，この後，天体Ｘの相対的な位置は，矢印の向

きに変わっていくと考えられる。天体Ｘが図の５月 10 日の

位置にあるとき，地球から見た天体Ｘは，夕方，西の地平線

に沈む。その後，天体Ｘは太陽と地球の間を通過し，図のａ

の位置にあるとき，大きく欠けた天体Ｘが，明け方，東の空

に見られる。 

 

 図のｂの位置にあるとき，欠け方の小さい天体Ｘが，明け方，東の空に見られる。 

問２ (1) 月が夕方に西の空に見えるのは，選択肢のうちでは月の位置がアかウのようになっているときである。こ

れらのうち，地球上の観察者から見て，天体Ｘと月が一直線上に並んでいるとき，これらが重なって見えるの

で，ウが当てはまる。月の公転の向きと地球の自転の向きは同じなので，地球が 15°自転して観察者の位置が

変わったとき，月も同じ向きに少しだけ移動しているので，月の見かけの動きは 15°よりも小さくなる。この

とき，天体Ｘの見かけの動きは 15°なので，月と天体Ｘの相対的な位置を比べると，天体Ｘは月の東側から西

側に移動して見える。 

(2) 観察した日の３日前には，地球から見て太陽と同じ方向に月がある。このときの月は新月で， 

太陽－月－地球が一直線になるような位置関係になっていると，皆既日食や金環日食が観察できることがあ

る。 

 



13 地球と宇宙(中３) 天体の運動・季節の変化・惑星ほか 2023 年度 

8 

【過去問 3】 

次の問１～問４に答えなさい。 

（青森県 2023 年度） 

問１ 無せきつい動物について，次のア，イに答えなさい。 

ア クモやエビのように，外骨格をもち，からだに節がある動物のなかまを何というか，書きなさい。 

イ 次の１～４の中で，動物名とその特徴の組み合わせとして適切なものを二つ選び，その番号を書きなさい。 

 動物名 特徴 

１ カブトムシ，バッタ ３対のあしがある。 

２ カニ，ミジンコ からだが頭部と腹部からなる。 

３ イカ，タコ 内臓が外とう膜でおおわれている。 

４ アサリ，サザエ 肺や皮膚で呼吸している。 
 

問２ 右の図は，ヒトの排出にかかわる器官を模式的に表したも

のであり，下の文章は，排出のしくみについて述べたものであ

る。次のア，イに答えなさい。 

細胞の活動によって，ある有毒な物質ができるが，肝臓

で尿素という無毒な物質に変えられる。尿素は，血液によ

って図の器官Ａに運ばれ，水などとともに血液からこし

とられて，尿として体外に排出される。 

 

ア 下線部の名称として適切なものを，次の１～４の中から一つ選び，その番号を書きなさい。 

１ アミラーゼ ２ アンモニア ３ グリセリン ４ 胆汁 

イ 器官Ａの名称を書きなさい。また，図の動脈と静脈のうち，尿素をより多くふくむ血液が流れている血管

はどちらか，書きなさい。 

問３ 右の図は，ある地点で観察した地層のようすを模式的に表したも

のである。この地層に見られる岩石は，もろくくずれやすくなって

いた。次のア，イに答えなさい。 

ア 下線部のように，岩石が長い年月の間に，気温の変化や雨水など

のはたらきによって，もろくくずれやすくなることを何というか，

書きなさい。 

イ 図の地層が堆積する間に海水面はどのように変化したと考えら

れるか，適切なものを，次の１～４の中から一つ選び，その番号を

書きなさい。ただし，この地層は海底で連続して堆積したものであ

る。また，断層やしゅう曲はないものとする。 

 

１ 上昇した。 ２ 上昇した後，下降した。 

３ 下降した。 ４ 下降した後，上昇した。 
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問４ 青森県のある場所で，夏至の日の８時から 16時まで，

太陽の位置を透明半球上に１時間ごとに で記録し，な

めらかな曲線で結んだ。右の図は，その結果を表したもの

であり，１時間ごとの曲線の長さは同じであった。また，

Ａ，Ｂは，曲線を延長して透明半球のふちと交わる点を示

したものである。次のア，イに答えなさい。  

ア 下線部の理由について述べたものとして適切なものを，次の１～４の中から一つ選び，その番号を書きな

さい。 

１ 太陽が一定の速さで自転しているため。 

２ 太陽が一定の速さで地球のまわりをまわっているため。 

３ 地球が一定の速さで自転しているため。 

４ 地球が一定の速さで太陽のまわりをまわっているため。 

イ 図のＡとＢを結んだ透明半球上の曲線の長さは 30.2cm，１時間ごとの曲線の長さは 2.0cm であった。ま

た，この日の日の入りの時刻は，19 時 12 分であった。この日の日の出の時刻は何時何分か，求めなさい。

ただし，太陽の位置がＡのときの時刻を日の出，Ｂのときの時刻を日の入りの時刻とする。 

 

問１ 

ア  

イ   

 ア  

問２ 

イ 

器官Ａ   

 血管   

問３ 

ア  

イ  

問４ 

ア  

イ  時     分 
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問１ 

ア 節足動物 

イ １ ３ 

 ア ２ 

問２ 

イ 

器官Ａ じん臓 

 血管 動脈 

問３ 

ア 風化 

イ ２ 

問４ 

ア ３ 

イ ４ 時 ６ 分 

 

問１ ア クモやエビなどの節足動物は外骨格をもち，からだに節がある。 

イ カブトムシやバッタなどの昆虫には３対のあしがある。カニやミジンコなどの甲殻類は，からだが頭部，

胸部，腹部からなるものと，頭胸部と腹部からなるものがある。イカやタコなどの軟体動物は外とう膜をも

つ。アサリやサザエはえらで呼吸する。 

問２ イ じん臓では尿素などの不要な物質が血液からこしとられて，尿として排出される。動脈を流れる血液には

尿素が多くふくまれており，この血液からじん臓で尿素がこしとられるので，じん臓から出ていく静脈を流れ

る血液には，ふくまれている尿素が少ない。 

問３ イ 下にある層ほど堆積した年代が古いと考えられる。図では下から見てれき岩，砂岩，泥岩，砂岩，れき岩

の順に堆積している。よって，この地域でははじめは海水面が低く，粒が大きいれきが堆積した。それから，

海水面が上昇し，粒が小さい砂が堆積し，さらには泥が堆積するようになっていった。その後，海水面が下降し，

ふたたび砂が堆積した後，粒が大きいれきが堆積した。 

問４ ア 地球が１日に１回自転しているため，地球上では太陽が１日に１周するように動いて見える。地球の自転

の速さは一定なので，太陽の見かけの動きの速さも一定となる。 

イ １時間ごとの曲線の長さが 2.0cmであることから，30.2cmの長さは，
 30.2 

2.0
＝15.1時間を表している。

１時間は 60分なので，15.1時間は 15時間６分である。よって，19時間 12分の 15時間６分前である４時

６分が日の出の時刻である。 
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【過去問 4】 

次の問１～問８に答えなさい。 

（岩手県 2023 年度） 

問１ 次のア～エのうち，血液の成分の中で酸素を主に運んでいるものはどれですか。最も適当なものを一つ選

び，その記号を書きなさい。 

ア 赤血球 イ 白血球 ウ 血小板 エ 血しょう 

問２ 次のア～エのうち，無性生殖を行わず，有性生殖だけを行う生物はどれですか。正しいものを一つ選び，

その記号を書きなさい。 

ア イソギンチャク イ サツマイモ ウ ネズミ エ ミカヅキモ 

問３ ある地域で採取した花こう岩と玄武岩について，岩石に含まれる有色鉱物の割合と鉱物の粒の大きさの

関係に注目して，図に整理しました。次のア～エのうち，整理した図として正しいものはどれですか。一つ

選び，その記号を書きなさい。 

ア イ ウ エ 

     

問４ 右の図は太陽を模式的に表したもので，図中のＸは周囲より

も温度が低い部分，Ｙは太陽全体をつつんでいる高温のガスで

す。このＸとＹをそれぞれ何といいますか。次のア～エのうちか

ら，ＸとＹの組み合わせとして正しいものを一つ選び，その記号

を書きなさい。 

 

  Ｘ Ｙ  

 ア 黒点 コロナ  

 イ 黒点 プロミネンス  

 ウ クレーター コロナ  

 エ クレーター プロミネンス  
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問５ 右の図のようなモノコードで，ことじとＸの間で弦の中

央をはじいて音を出しました。次のア～エのうち，このモノ

コードで音の大きさを変えずに，より低い音を出す方法と

して正しいものはどれですか。一つ選び，その記号を書きな

さい。 
 

ア ことじの位置を変えずに，弱く弦をはじく。 

イ ことじの位置を変えずに，強く弦をはじく。 

ウ ことじの位置を右にずらし，同じ強さで弦をはじく。 

エ ことじの位置を左にずらし，同じ強さで弦をはじく。 

問６ 次のア～エのうち，慣性の例として最も適当なものはどれですか。一つ選び，その記号を書きなさい。 

ア 小球を自由落下させると，速さを増しながら落下した。 

イ 平らな床の上でドライアイスを滑らせると，同じ速さで進み続けた。 

ウ 水泳のターンで壁をけると，けった向きに対して反対の向きに進んだ。 

エ 木の板に画びょうをあてて，垂直方向からカを加えると，板にささった。 

問７ 右の図のような装置で，エタノールを取り出すために試験管Ａに

赤ワインを入れて蒸留しました。次のア～エのうち，実験操作につい

て正しく説明したものはどれですか。一つ選び，その記号を書きなさ

い。 

 

ア 試験管Ａに沸とう石を入れるのは，赤ワインの沸とうを防ぐためである。 

イ 試験管Ａを加熱するのは，最初に水だけを蒸発させて試験管Ｂに取り出すためである。 

ウ 試験管Ｂを水で冷やすのは，エタノールを固体として取り出すためである。 

エ ガラス管の先を試験管Ｂの液に入れないのは，加熱をやめたときに液が逆流するのを防ぐためである。 

問８ 次の表は，マグネシウムをステンレス皿に入れて加熱し，１分ごとにステンレス皿内の物質の質量を測定

したときのものです。下のア～エのうち，表から読みとれることとして正しいものはどれですか。一つ選び，

その記号を書きなさい。 

加熱時間〔分〕 ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ 

ステンレス皿内の 

物質の質量〔ｇ〕 
2.40 3.36 3.72 3.96 4.00 4.00 4.00 

ア 加熱時間１分のステンレス皿内の物質の質量は，加熱時間０分と比べて 3.36ｇ増加する。 

イ 加熱時間とステンレス皿内の物質の質量は，比例の関係にある。 

ウ 加熱を続けると，やがてステンレス皿内の物質の質量は変化しなくなる。 

エ 加熱時間０分のステンレス皿内の物質の質量と，加熱時間６分のステンレス皿内の物質の質量の比は２：

３である。 
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問１  

問２  

問３  

問４  

問５  

問６  

問７  

問８  

 

問１ ア 

問２ ウ 

問３ イ 

問４ ア 

問５ エ 

問６ イ 

問７ エ 

問８ ウ 

 

問１ 赤血球は酸素を運ぶはたらきをもつ。白血球は体に入ってきた細菌などをとらえるはたらきをもつ。血小板

は出血したときに血液をかためるはたらきをもつ。血しょうは血液の液体の成分である。 

問２ 有性生殖だけを行うのはネズミである。イソギンチャクやサツマイモは有性生殖と無性生殖の両方を行う。

ミカヅキモは無性生殖だけを行う。 

問３ 火成岩の分類 
  黒っぽい ←――――――――→ 白っぽい  

 火山岩（斑状組織） 玄武岩 安山岩 流紋岩  

 深成岩（等粒状組織） 斑れい岩 せん緑岩 花こう岩  

 
斑状組織をもつ玄武岩（火山岩）より等粒状組織をもつ花こう岩（深成岩）の方が粒の大きさは大きい。白

っぽい花こう岩は有色鉱物の割合が少なく，黒っぽい玄武岩は有色鉱物の割合が多い。 
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問４ 太陽の表面にある黒い点を黒点という。黒点は周囲よりも温度が低

くなっている。太陽全体をつつんでいる高温のガスをコロナ，太陽の

表面から見られる炎のようなガスの動きをプロミネンスという。 

問５ 振動する弦が長くなるほど音は低くなる。また，同じ強さで弦をは

じくと音の大きさは同じになる。 

問６ 力がはたらいていないときや，はたらいている力がつり合っている

とき，運動している物体はそのままの運動を続け，静止している物体

はそのまま静止し続けようとする性質を慣性という。 

 

問７ 加熱をやめたときにガラス管の先が液の中に入っていると，試験管Ａが冷えて試験管内の気圧が下がっとき

に液が試験管Ａへ逆流してしまう危険性がある。 

問８ ア…加熱時間１分のステンレス皿内の物質の質量が 3.36ｇなので，加熱時間０分と比べた増加量は 3.36－

2.40＝0.96ｇとなるから，誤り。イ…ステンレス皿内の物質の質量の時間ごとの増加量はしだいにゆるやか

になり，４分以降は一定となるので，誤り。ウ…４分以降のステンレス皿内の物質の質量は 4.00ｇで一定と

なっているので，正しい。エ…加熱時間０分の質量：加熱時間６分の質量＝2.40：4.00＝３：５なので，誤

り。 
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【過去問 5】 

時計の歴史について調べ，次のような資料にまとめました。これについて，あとの問１～問８に答えなさい。 

（岩手県 2023 年度） 

資料 
 

問１ ①について，図Ⅰのように地面に垂直な棒をたてた日時計をつくりました。この日時計を用いて，岩手県

で夏至の日に，棒の影の先端を線で結ぶと，どのようになりますか。次のア～エのうちから，最も適当なも

のを一つ選び，その記号を書きなさい。 

図Ⅰ ア イ ウ エ 

 
    

問２ ②について，水時計のしくみを調べるため，図Ⅱのようにペットボトルで模型をつくり，水を入れて下の

穴から水を出し，一定時間ごとに水面の高さを示す線をかきました。次のア～ウのうち，かいた線の間隔と

して最も適当なものはどれですか。一つ選び，その記号を書きなさい。また，そのようになる理由を，水の

量にふれながら簡単に書きなさい。 

図Ⅱ ア イ ウ 
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問３ ③について，次の文はろうそくに火をつけたときの，ろうの変化について述べたものです。右のア～エ

のうち，文中の（ Ｘ ）～（ Ｚ ）にあてはまることばの組み合わせとして最も適当なものはどれです

か。一つ選び，その記号を書きなさい。 

熱せられたろうが（ Ｘ ）変化で気体になり，

さらに熱せられて（ Ｙ ）変化を起こして二酸化

炭素と（ Ｚ ）になって空気中に拡散する。 

     

 ア イ ウ エ 

Ｘ 化学 化学 状態 状態 

Ｙ 状態 状態 化学 化学 

Ｚ 水 酸素 水 酸素 

問４ ④について，大理石は，石灰岩が長い年月をかけて変化してできたものです。次のア～エのうち，石灰岩

の特徴として正しいものはどれですか。一つ選び，その記号を書きなさい。 

ア マグマが冷え固まってできた岩石で，うすい塩酸をかけると気体が発生する。 

イ マグマが冷え固まってできた岩石で，ハンマーでたたくと火花が出るほどかたい。 

ウ 生物の骨格や殻が堆積してできた岩石で，うすい塩酸をかけると気体が発生する。 

エ 生物の骨格や殻が堆積してできた岩石で，ハンマーでたたくと火花が出るほどかたい。 

問５ ⑤について，図Ⅲは，振り子でａの位置にあったおもりが，ｂを通り，ａ

と同じ高さのｃの位置まで上がったようすを表したものです。このとき，お

もりの位置と力学的エネルギーの関係をグラフで表すとどのようになりま

すか。次のア～エのうちから，正しいものを一つ選び，その記号を書きなさ

い。 

図Ⅲ 

 

 ア イ ウ エ 

 

    

問６ ⑥について，花時計にはアサガオ，タンポポ，ユリが用いられました。次のア～エのうち，これらの３つ

の花の共通点を説明したものとして最も適当なものはどれですか。一つ選び，その記号を書きなさい。 

ア 子葉が１枚の単子葉類である。 イ 子葉が２枚の双子葉類である。 

ウ 花弁がはなれている離弁花類である。 エ 胚珠が子房の中にある被子植物である。 

問７ ⑦について，天然の水晶は，地下で長い時間をかけてできた結晶

です。結晶ができるようすを調べるため，ミョウバンを用いて次の

ような実験を行いました。 

ミョウバンを 60℃の水 40.0ｇにとかして飽和水溶液をつくっ

た。この飽和水溶液を 20℃までゆっくりと冷やしたところ，大き

なミョウバンの結晶ができた。 

このとき，ミョウバンの結晶は何ｇできますか。小数第１位まで

求め，数字で書きなさい。ただし，ミョウバンの溶解度曲線は図Ⅳ

のとおりとします。 

図Ⅳ 
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問８ ⑧について，化石の年代を調べた結果，現在では鳥類はハチュウ類から進化したと考えられています。鳥

類とハチュウ類に共通する特徴は何ですか。また，ハチュウ類にはない鳥類だけの特徴は何ですか。それぞ

れ一つずつ，簡単に書きなさい。 

 

問１  

問２ 

記号  

理由  

問３  

問４  

問５  

問６  

問７   ｇ 

問８ 

共通する特徴  

鳥類だけの特徴  
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問１ エ 

問２ 

記号 イ 

理由 
例 

水が多いときは圧力が大きく，水が少なくなると圧力が小さくなるから。 

問３ ウ 

問４ ウ 

問５ エ 

問６ エ 

問７ 18.4ｇ 

問８ 

共通する特徴 

例 

・背骨がある。 

・殻のある卵を産む。 

鳥類だけの特徴 

例 

・羽毛がある。 

・恒温動物である。 

 

問１ 夏至の日の太陽の動きをもとに考える。太陽が真東より北寄りからのぼってくるときは，棒の影の先端は真

西より南側に伸びる。太陽が南の高い位置にのぼると，影は非常に短く北へのびる。太陽が真西より北寄り

にしずんでいくときは，棒の影の先端は真東より南側に伸びる。 

問２ 水が多いときは穴の位置にかかる圧力が大きいので，水が勢いよく出るため，一定時間ごとの水の減少量は

大きくなる。水が少なくなると圧力が小さくなるので，水が出る勢いは弱くなり，一定時間ごとの水の減少

量は小さくなる。 

問３ 固体のろうが気体に変わるのは状態変化である。ろうは有機物なので，化学変化である燃焼をすると二酸化

炭素と水ができる。 

問４ 石灰岩の主成分は炭酸カルシウムなので，うすい塩酸をかけると二酸化炭素が発生する。 

問５ 力学的エネルギー保存の法則 

（力学的エネルギー）＝（位置エネルギー）＋（運動エネルギー） 

→摩擦や空気の抵抗などがなければ，位置エネルギーと運動エネルギーの和である力学的エネルギ

ーは常に一定に保たれる。 

アは位置エネルギー，イは運動エネルギーを表している。 

問６ アサガオ，タンポポ，ユリはすべて被子植物である。なお，アサガオとタンポポは双子葉類，ユリは単子葉

類に分類される。また，双子葉類は合弁花類と離弁花類に分類できるが，アサガオとタンポポはともに合弁

花類である。 

問７ 図Ⅳより，60℃の水 100ｇに溶けるミョウバンの量は 57.4ｇ，20℃の水 100ｇにとけるミョウバン 

 の量は 11.4ｇである。よって，60℃の水 40ｇにとけるミョウバンの量は 57.4×
40

 100 
＝22.96ｇ，20℃の水 40

ｇにとけるミョウバンの量は 11.4×
40

 100 
＝4.56ｇと求められる。したがって，この実験でできる結晶の質量

は，22.96－4.56＝18.40ｇより，18.4ｇである。 
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問８ ハチュウ類と鳥類はともにセキツイ動物である。また，ともに卵生で，殻のある卵を陸上に産む。一方，鳥

類はからだが羽毛でおおわれており，恒温動物だが，ハチュウ類のからだはうろこでおおわれており，変温

動物である。 
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【過去問 6】 

学さんは，自宅に毎年やってくるツバメを観察して，疑問に思ったことについて，タブレット型端末で検索し

たり資料をもとに考えたりした。次の問１，問２に答えなさい。 

（秋田県 2023 年度） 

問１ 学さんは，タブレット型端末でツバメについて検索したところ，図

１のような記述を見つけた。 

① 次のア～エのうち，鳥類に分類される生物はどれか，すべて選んで

記号を書きなさい。 

ア スズメ イ コウモリ 

ウ ワシ エ ペンギン 

図１ 

 

② 鳥類の卵の特徴について説明した次の文が正しくなるように，Ｐにあてはまる内容を書きなさい。 

鳥類は陸上に卵をうむため，鳥類の卵には，魚類の卵にはない   Ｐ   がある。 

問２ ツバメが温暖な気候を好むことを知った学さんは，なぜ，冬よりも夏の気温の方が高くなるのだろうかと

いう疑問をもった。そこで，図２のような，透明半球に夏至と冬至の太陽の通り道を示した資料をもとに考

えた。 

① 図２で，北を表しているのはア～エのどれか，また，太陽が動い

て見える方向はオ，カのどちらか，それぞれ１つずつ選んで記号を

書きなさい。 

② 図２のように，夏至と冬至で太陽の通り道が異なる理由につい

て説明した次の文が正しくなるように，Ｘにあてはまる内容を書き

なさい。 

地球が   Ｘ   公転しているため。 

図２ 

 

③ 冬よりも夏の気温の方が高くなる理由について，学さんがまとめた次の考えが正しくなるように，Ｙにあ

てはまる内容を書きなさい。 

 

 

問１ 

①  

②  

問２ ① 

北   

方向   
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②  

③  

 

問１ 

① ア，ウ，エ 

② 例  かたい殻 

問２ 

① 

北 ア 

方向 カ 

② 
例 

地軸を傾けたまま 

③ 
例 

多くの光が当たり 

 

問１ ツバメやスズメ，ワシ，ペンギンなどの鳥類は，かたい殻のある卵をうむ卵生で，体は羽毛でおおわれてい

る。コウモリはホニュウ類なので，子のうみ方は胎生である。また，体は毛でおおわれている。 

問２ ① 日本で観測した場合，右の図のように，太陽は東側（イ）からのぼ

り，南（ウ）の空の高い位置を通って，西側（エ）にしずむ。 

② 地球は地軸を傾けたまま公転しており，夏至のときは北極側を太陽

に傾けたような状態に，冬至のときは北極側を太陽と反対側に傾けた

ような状態になっている。このため，地球上から観測した太陽の動き

は，夏至と冬至では異なったものになる。 
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【過去問 7】 

太郎さんと花子さんは，月と金星について話している。次の会話を読んで，問１～問４に答えなさい。 

（茨城県 2023 年度） 

太郎：月や金星は見え方に特徴があるね。 

花子：そうだよね。月の直径は太陽の直径の約  あ  なのに，月と太陽がほぼ同じ大きさに見えるの

はどうしてかな。 

太郎：地球から太陽までの距離が地球から月までの距離の約  い  だから，月と太陽がほぼ同じ大き

さに見えるんだね。 

花子：月と地球と太陽の並び方によって，日食や月食も起こるよね。そして，地球から近い天体は動き

を観察しやすいから，昔からいろいろ調べられてきたね。 

太郎：ガリレオ・ガリレイは，金星の見え方の変化も地動説を信じる根拠にしたみたいだよ。 

問１ 文中の  あ  ， い  に当てはまるものの組み合わせとして最も適切なものを，次のア～エの中か

ら１つ選んで，その記号を書きなさい。 

 あ い 

ア 400倍 400倍 

イ 400倍 400分の１ 

ウ 400分の１ 400倍 

エ 400分の１ 400分の１ 

問２ 図１は，月，地球，太陽の位置関係を模式的に表したものである。月食について説明した下の文中

の  う  ， え  に当てはまるものを答えなさい。なお， う  には図１のＡ～Ｈの中から， 

 え  には下のア～エの中から，１つ選んで，その記号を書きなさい。 

図１  

月が  う  の位置にあるとき，月食が起こることがある。 う  の位置の月の見え方（見かけの形）

は  え  である。 

ア 新月 イ 満月 ウ 上弦の月 エ 下弦の月 
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問３ 図２は金星の公転を模式的に表したものである。図２をもとに金星の見え方について説明した文中

の  お  ～  き  に当てはまるものの組み合わせとして正しいものを，下のア～エの中から１つ選

んで，その記号を書きなさい。 

図２  

金星が三日月のような形に見えるのは図２の  お  の位置にあるときで，満月に近い形に見える

のは  か  の位置にあるときである。また，見える大きさについては，ａの位置にあるときはｂの位

置にあるときより  き  見える。 

 お か き 

ア ａ ｂ 大きく 

イ ａ ｂ 小さく 

ウ ｂ ａ 大きく 

エ ｂ ａ 小さく 

問４ 太郎さんは，金星を真夜中に観察しようとしたが，観察できなかった。金星を真夜中に観察することがで

きない理由を，「地球」，「公転」という２つの語を用いて書きなさい。 

 

問１  

問２ 

う   

え   

問３  

問４  
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問１ ウ 

問２ 

う Ｇ 

え イ 

問３ エ 

問４ 金星が地球よりも内側を公転しているから。 

 

問１ 太陽の直径は約 140万㎞，地球から太陽までの距離は約１

億 5000万㎞である。月の直径は 3500km，太陽から月までの

距離は約 38万㎞である。 

問２ 月食は太陽，地球，月が，太陽－地球－月の順にならんだ

とき，月が地球の影に入ることで起こる。太陽－地球－月の

順にならんだときの月は，太陽からの光を受ける面を地球

側に向けているので，見え方としては満月である。 

問３ ａの位置にあるときの金星は，太陽からの光が当たってい

る部分の大半を地球側に向けているため，満月に近い形に

見える。ｂの位置にあるときの金星は，太陽からの光が当た

っている部分のごく一部だけを地球側に向けているため，

三日月のような形に見える。ａとｂでは，ａの方が地球から

遠い位置にあるので，ｂの位置にあるときよりも金星が小

さく見える。 

 

問４ 金星や水星のように，地球よりも内側を公転している惑星を内惑星という。内惑星は，真夜中に地球から観

察することはできない。 
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【過去問 8】 

太陽系の天体について調べるために，次の調査(1)，(2)を行った。 

(1) コンピュータのアプリを用いて,次の(a)，(b)，(c)を順に行い，天体の見え方を調べた。なお，この

アプリは，日時を設定すると，日本のある特定の地点から観測できる天体の位置や見え方を確認する

ことができる。 

(a) 日時を「2023年３月 29日 22時」に設定すると，西の方角に図１のような上弦

の月が確認できた。 

(b) (a)の設定から日時を少しずつ進めていくと，ある日時の西の方角に満月を確認

することができた。 

(c) 日時を「2023年５月３日 19時」に設定し，金星の見え方を調べた。 

図１ 

 

(2) 惑星の特徴について調べ，次の表にまとめた。なお，表中の数値は，地球を１としたときの値であ

る。 

 

このことについて，次の問１，問２，問３，問４に答えなさい。 

（栃木県 2023 年度） 

問１ 月のように，惑星のまわりを公転している天体を何というか。 

問２ 図２は，北極側から見た地球と月の，太陽の光の当たり方を模式的

に示したものである。調査(1)の(b)において，日時を進めて最初に満月

になる日は，次のア，イ，ウ，エのうちどれか。また，この満月が西

の方角に確認できる時間帯は「夕方」，「真夜中」，「明け方」のどれか。 

ア ４月６日 イ ４月 13日 

ウ ４月 20日 エ ４月 27日 

図２ 
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問３ 図３は，調査(1)の(c)で設定した日時における，北極側から見た太

陽，金星，地球の位置を表した模式図であり，図４は，このとき見ら

れる金星の画像である。設定した日時から 150日（約 0.41年）後の

地球と金星の位置を，それぞれ黒でぬりつぶしなさい。また，このと

き地球から見られる金星の画像として，最も適切なものを次のアから

オのうちから一つ選び，記号で答えなさい。ただし，金星の画像はす

べて同じ倍率で示している。 

図３ 

 

ア イ ウ エ オ 図４ 
      

問４ 図５は，太陽系の惑星の直径と平均密度の関係を表したもの

であり，惑星は大きさによって二つのグループＸ，Ｙに分けるこ

とができる。調査(2)の表と図５からわかることとして，最も適切

なものはどれか。 

ア ＸよりＹの方が，質量，平均密度ともに小さい。 

イ ＹよりＸの方が，太陽からの距離，平均密度ともに小さい。 

ウ ＹよりＸの方が，平均密度が大きく，Ｘの惑星は主に岩石や重

い金属でできている。 

エ Ｙのうち，平均密度が最も小さい惑星は公転周期が最も短く，

主に水素とヘリウムでできている。 

図５ 

 

 

問１  

問２ 

記号   

時間帯   

問３ 

 

金星の画像  

問４  
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問１ 衛星 

問２ 

記号 ア 

時間帯 明け方 

問３ 

 

金星の画像 エ 

問４ ウ 

 

問１ 太陽のように自ら輝いている天体を恒星，恒星のまわりを公転している

地球のような天体を惑星，惑星のまわりを公転している月のような天体を

衛星という。 

問２ 図１の半月は，太陽からの光を右側に受けて輝いている。このときの月

の位置と，満月になる月の位置は右の図のようになる。月はおよそ 30 日

で地球のまわりを１回公転しているから，図１の月は，７～８日後に満月

になる。満月は夕方には東の空に，真夜中には南の空に，明け方には西の

空に見える。 

 

問３ 表より，金星の公転周期は，地球を１とすると 0.62 で

ある。地球の公転周期を 365 日として，金星の公転周期

を日数で表すと，365×0.62＝226.3日である。 

  図３のように，12個に分けて地球の位置と金星の位 

 置を表すと，150日間では，地球の場合，
150

 365 
＝約

５

 12 
より，

およそ
５

 12 
周移動することになる。同様に，金星の場合は，

150

 226.3 
＝約

８

 12 
より，およそ

８

 12 
周移動することになる。 

 

 これらをまとめると右の図のようになり，このときの金星は，図３のときよりも地球に近いために大きく見

え，太陽からの光を受けている左側が輝いている。 

問４ 太陽系の惑星 

太陽系の惑星は，密度や大きさなどをもとに大きく２種類に分類される。 

・地球型惑星…小型で密度が大きく，主に岩石や金属からできている。 

（水星・金星・地球・火星） 

・木星型惑星…大型で密度が小さく，主に気体でできている。 

（木星・土星・天王星・海王星） 

惑星の直径が小さく，平均密度が大きいＸは地球型惑星で，惑星の直径が大きく，平均密度が小さいＹは

木星型惑星である。 
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【過去問 9】 

太陽系の天体について学んだＧさんとＭさんは，群馬県内のある地点で，６月のある日に金星と月を観測した。

その後，他の惑星についても資料を使って調べ，同じ日の同じ時刻の惑星と月の見える位置を図Ⅰのようにまとめ

た。さらに，図Ⅱのように，地球を含めた太陽系の全ての惑星の密度と半径の関係をまとめた。後の問１～問３に

答えなさい。 

（群馬県 2023 年度） 

図Ⅰ 図Ⅱ 

  

問１ 次の文は，太陽系の天体について述べたものである。文中の  ａ  ， ｂ  に当てはまる語を，それぞ

れ書きなさい。 

太陽のように自ら光を出して輝く天体を  ａ  という。また，太陽系には８つの惑星があり，月のよう

に惑星のまわりを公転する天体を  ｂ  という。 

問２ 図Ⅰ，図Ⅱから分かることについて，次の①～③の問いに答えなさい。 

① 金星と月が図Ⅰのように見える時間帯は，この日のいつごろと考えられるか，次のア～エから選びなさい。 

ア 明け方 イ 正午 ウ タ方 エ 真夜中 

② 図Ⅰのように天体が見える日の，太陽と木星，土星，天王星，海王星の公転軌道上の位置を模式的に表し

たものとして，最も適切なものを，次のア～エから選びなさい。ただし，円は太陽を中心とした惑星の公転

軌道を表しており，矢印の向きは各天体の公転の向きを示している。 

ア イ ウ エ 

    

※  は太陽を，  は木星，土星，天王星，海王星の位置を表している。 

③ 図Ⅱ中のＡ～Ｄから，木星型惑星を示すものを全て選びなさい。 
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問３ 次の文は，ＧさんとＭさんが，金星と月の見え方について交わした会話の一部である。後の①～③の問い

に答えなさい。 

Ｇさん：金星と月には，どちらも満ち欠けをするという共通点があるね。 

Ｍさん：そうだね。調べてみたら，満ち欠けをしてもとの形に戻るまでに，月は約 30日，金星は約 600日

かかることが分かったよ。 

Ｇさん：そうなんだ，かなり差があるんだね。 

Ｍさん：金星の公転の周期は約 226日だと教科書に書いてあったけど，関係しているのかな。 

Ｇさん：太陽，金星，月，地球が一直線上に並んだ日を基準にして考えてみよう。 

① 金星と月は自ら光を出していないが，光って見えるのはなぜか。この理由を簡潔に書きなさい。 

② 図Ⅲは，太陽，金星，月，地球が一直線上に並んだ日の各天体の

位置を模式的に示したものである。このとき，次のａ，ｂについて，

最も適切なものを，後のア～エからそれぞれ選びなさい。ただし，

図Ⅲ中の円は惑星と月の公転軌道を表しており，矢印の向きは各天

体の公転の向きを示している。 

ａ 図Ⅲのように太陽，金星，月，地球が並んだ日から 10 日

後に地上から見える金星の形 

ｂ 図Ⅲのように太陽，金星，月，地球が並んだ日から 10 日

後に地上から見える月の形 

図Ⅲ 

 

ア  イ  ウ  エ  

※ア～エは，肉眼で見たときと同じ向きにしてある。 

③ 金星と月の見え方を比べたとき，金星は見かけの大きさが変化するが，月は見かけの大きさがほとんど変

化しない。この理由を金星と月の違いに触れて，書きなさい。 
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問１ ａ  ｂ  

問２ 

①  ②  

③  

問３ 

①  

② ａ  ｂ  

③  

 

問１ ａ 恒星 ｂ 衛星 

問２ 

① ア ② ア 

③ Ａ，Ｂ 

問３ 

① 例  太陽の光を反射しているから。 

② ａ ア ｂ エ 

③ 

例 

金星は太陽のまわりを公転しているため地球との距離は変化する

が，月は地球のまわりを公転しているため地球との距離は一定で

あるから。 

 

問２ ① 金星が東の空に見えていることから，太陽，地球，金星の位置関係

を考えると，金星は右の図でａまたはｂのような位置にあると分かる。

この位置にある金星は明けの明星と呼ばれ，明け方にしか見ることがで

きない。 

② 土星がほぼ真南に，天王星がほぼ真東に見えることから考えると，太

陽の近くにある地球から見たとき，地球と土星を結んだ直線と，地球と

天王星を結んだ直線がおよそ 90°の角をなすような位置関係にあると

分かる。そのほかの惑星とあわせて位置関係をまとめると，次の図のよ

うになり，アがあてはまる。 
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③ 木星，土星，天王星，海王星のような木星型惑星は主に水素やヘリウムなどの軽い物質でできており，惑

星の半径が大きく，密度は小さい。水星，金星，地球，火星のような地球型惑星は，主に岩石や金属ででき

ており，惑星の半径が小さく，密度は大きい。 

問３ ① 自ら光を出していない惑星や衛星が光って見えるのは，太陽のよう

な恒星が出す光を反射しているからである。 

② 図Ⅲの 10日後の太陽，金星，月，地球の位置関係は右の図のように

なっていると考えられる。このとき地球からは，左側だけがわずかに

輝いている金星が明け方の東の空に見える。また，月は左側がわずか

に欠けたようすが見られる。 

③ 図Ⅲでは地球と金星の距離が非常に近くなっているが，金星が地球

から見て太陽をはさんだ反対側の位置にあるときは，地球と金星の距

離は非常に遠くなる。  
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【過去問 10】 

次の各問に答えなさい。 

（埼玉県 2023 年度） 

問１ 海岸の埋め立て地や河川沿いなどの砂地において，地震による揺れで図１のような被害をもたらす，地面

が急にやわらかくなる現象を何といいますか。下のア～エの中から一つ選び，その記号を書きなさい。 

図１ 

 

ア 津波 イ 土石流 ウ 液状化 エ 高潮 

問２ 次のア～エの細胞のつくりのうち，植物の細胞と動物の細胞に共通して見られるつくりを二つ選び，その

記号を書きなさい。 

ア 核 イ 葉緑体 ウ 細胞膜 エ 細胞壁 

問３ 硫酸銅水溶液，硫酸亜鉛水溶液の入った試験管を３本ずつ用意し，それぞれの水

溶液に，銅，亜鉛，マグネシウムの金属片を図２のように入れました。表１はしば

らくおいたあとに観察した結果をまとめたものです。この結果から，銅，亜鉛，マ

グネシウムをイオンになりやすい順に並べたものを，下のア～エの中から一つ選

び，その記号を書きなさい。 

図２ 

 
表１ 

  水溶液 

  硫酸銅水溶液 硫酸亜鉛水溶液 

金 

属 

片 

銅 変化がなかった。 変化がなかった。 

亜鉛 金属表面に赤色の物質が付着した。 変化がなかった。 

マグネシウム 金属表面に赤色の物質が付着した。 金属表面に銀色の物質が付着した。 

ア 銅＞亜鉛＞マグネシウム イ 銅＞マグネシウム＞亜鉛 

ウ マグネシウム＞銅＞亜鉛 エ マグネシウム＞亜鉛＞銅 
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問４ 図３のように，一定の速さで糸を引いて物体を 0.2ｍもち上げま

す。物体に 20Ｎの重力がはたらいているとき，糸を引く力の大きさ

と，糸を引く距離の組み合わせとして最も適切なものを，次のア～

エの中から一つ選び，その記号を書きなさい。ただし，糸と滑車の

質量，糸と滑車の間の摩擦は考えないものとします。 

図３ 

 

 
 

糸を引く力の 

大きさ〔Ｎ〕 

糸を引く 

距離〔ｍ〕 
 

 ア 10 0.2  

 イ 10 0.4  

 ウ 20 0.2  

 エ 20 0.4  
 

問５ 図４は，天体望遠鏡に太陽投影板と遮光板をとりつけて太陽の像を投影し

たときに，まわりより暗く見える部分を記録用紙にスケッチしたものです。

この部分の名称を書きなさい。 

 

図４ 

 

問６ 図５のバッタやカニのように，外骨格をもち，から

だに多くの節がある動物をまとめて何といいますか。

その名称を書きなさい。 

図５ 

 

問７ ポリエチレンの袋に液体のエタノール4.0ｇを入れ，

空気を抜いて密閉したものに，図６のように熱湯をか

けると，エタノールはすべて気体となり，袋の体積は

2.5Ｌになりました。このときのエタノールの気体の密

度は何ｇ/cm3か求めなさい。 

図６ 

 

問８ 放射性物質が，放射線を出す能力のことを何といいますか。その名称を書きなさい。 
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問１  

問２ と 

問３  

問４  

問５  

問６  

問７   ｇ/cm3 

問８  

 

問１ ウ 

問２ ア と ウ 

問３ エ 

問４ イ 

問５ 黒点 

問６ 節足動物 

問７ 0.0016 ｇ/cm3 

問８ 放射能 

 

問２ 葉緑体・細胞壁は，植物の細胞のみで観察される。 

問３ 金属のイオンへのなりやすさ 

イオンになりやすい金属の単体を，イオンになりにくい金属の陽イオンが存在する水溶液に入れ

ると，次のように変化する。 

・イオンになりやすい金属…イオンになりにくい金属の陽イオンに電子を与え，陽イオンとなって

水溶液中に溶け出す。 

・イオンになりにくい金属の陽イオン…イオンになりやすい金属から電子を受けとって，金属の単

体になる（イオンになりやすい金属の表面に付着する）。 

表１より，銅片を硫酸亜鉛水溶液に入れても変化がなかったことから，亜鉛＞銅がいえる。また，マグネシ

ウムを硫酸銅水溶液・硫酸亜鉛水溶液のどちらに入れても，銅と亜鉛が単体の金属として現れることから，マ

グネシウム＞銅，マグネシウム＞亜鉛がいえる。まとめると，３種類の金属のイオンになりやすい順は，マグ

ネシウム＞亜鉛＞銅となる。 

問４ 動滑車を１つ使って物体をもち上げる場合，直接もち上げる場合に比べ，糸を引く力の大きさは半分となる

が，引く距離の大きさは２倍となり，仕事の大きさは変わらない（仕事の原理）。よって，糸を引く力の大き
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さは，物体にはたらく 20Ｎの重力の半分の 10Ｎであるが，糸を引く距離は，図３で物体がもち上げられてい

る 0.2ｍの距離の２倍の，0.4ｍである。なお，定滑車は，仕事の大きさに影響しない。 

問７ 状態変化では質量は変化しないため，気体のエタノールの質量は 4.0ｇのままである。よって，その密度は，

１Ｌ＝1000cm3より，4.0ｇ÷2500cm3＝0.0016ｇ/cm3となる。 
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【過去問 11】 

Ｓさんは，天体の動きを調べるために，千葉県内のある場所で，晴れた日にオリオン座の位置を観測しました。

これに関する先生との会話文を読んで，あとの問１～問４に答えなさい。 

（千葉県 2023 年度） 

Ｓさん：図１のように，オリオン座の位置を記録しました。午後７時から午後９時にかけてオリオ

ン座は移動し，午後９時にオリオン座のａベテルギウスが南中しました。 

図１ 図２ 

  

先 生：よくできました。観測した星の動きは日周運動といいます。図２で考えると，この運動は，

北極と南極を結ぶ線を軸として，天球上の星が１日に１回転するように見えることです。 

Ｓさん：日周運動は，地球が，北極側から見て  ｖ  回りに  ｗ  しているために起こる見かけ

の動きともいえますね。 

先 生：そうです。 

Ｓさん：日周運動を連続して記録するために，カメラでｂ星の動きを
さつ

撮
えい

影しました。 

先 生：よく
と

撮れていますね。今回のような観測を，１か月後にもしてみませんか。 

Ｓさん：はい。やってみたいです。１か月後にオリオン座を観測する計画を立てるには，ｃ日周運

動だけでなく，年周運動も考える必要がありますか。 

先 生：そうです。あらかじめ，星を観測できる時間や方位を予想しておきましょう。 

問１ 会話文中の下線部ａについて，ベテルギウスは，太陽と同じく恒星とよばれる。次の文章は，恒星につい

て説明したものである。文章中の  ｘ  にあてはまる内容を，15字以内（句読点を
ふく

含む。）で書きなさい。 

夜空では，恒星の
ほか

他に，
わく

惑
せい

星や
えい

衛
せい

星も明るい星として観測できるものがある。しかし，恒星は，惑星や衛

星のように光を反射して
かがや

輝いているのではなく， ｘ  天体である。 

問２ 会話文中の  ｖ  ， ｗ  にあてはまるものの組み合わせとして最も適当なものを，次のア～エのうち

から一つ選び，その符号を書きなさい。 

ア ｖ：時 計 ｗ：自 転 

イ ｖ：時 計 ｗ：公 転 

ウ ｖ：反時計 ｗ：自 転 

エ ｖ：反時計 ｗ：公 転 
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問３ 会話文中の下線部ｂについて，図３，４は，Ｓさんが撮影した方位の星の動きを示す模式図である。図３，

４が示す空の方位の組み合わせとして最も適当なものを，あとのア～エのうちから一つ選び，その符号を書

きなさい。 

図３  図４  

ア 図３：東 図４：北 

イ 図３：西 図４：北 

ウ 図３：東 図４：南 

エ 図３：西 図４：南 

問４ 会話文中の下線部ｃについて，次の文章は，Ｓさんが観測した日から１か月後にベテルギウスが南中する

時刻を説明したものである。文章中の  ｙ  にあてはまる適当な方位を，東，西のうちから一つ選んで書

きなさい。また， ｚ  にあてはまる時刻として最も適当なものを，あとのア～エのうちから一つ選び，そ

の符号を書きなさい。ただし，日周運動は１日で１回転し，１時間あたり 15度回転するものとする。 

１か月後のオリオン座は，同じ時刻で比べると，年周運動により  ｙ  に動いている。そのため，日周

運動を考えると，ベテルギウスが南中する時刻は  ｚ  頃になる。 

ア 午後７時 イ 午後８時 ウ 午後 10時 エ 午後 11時 

 

問１ 

          

          

問２  

問３  

問４ 

ｙ   

ｚ   
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問１ 

み ず か ら 光 を 出 し て い 

る          

問２ ウ 

問３ イ 

問４ 

ｙ 西 

ｚ ア 

 

問１ 太陽やベテルギウスのような恒星はみずから光を出して輝いている。地球のような惑星や，月のような衛星

は，光を反射して輝いている。 

問３ 星は東から昇って南の空を通り，図３のように西へ

沈んでいく。また，北の空では図４のように北極星

を中心として動く。 

問４ ある時刻に星が見える位置は，１か月に 30°ずつ

西へ移動していき，12か月でもとにもどる。また，

１日の間で星が見える位置は，１時間で 15°ずつ西

へ移動していき，24時間でもとにもどる。このため，

観察から１か月後の午後９時には，右の図のように，

ベテルギウスは南中した位置から30°西にずれてお

り，南中時刻はその２時間前の午後７時である。 
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【過去問 12】 

生徒が，南極や北極に関して科学的に探究しようと考え，自由研究に取り組んだ。生徒が書いたレポートの一部

を読み，次の各問に答えよ。 

（東京都 2023 年度） 

＜レポート１＞ 雪上車について 

雪上での移動手段について調べたところ，南極用に設計され，－60℃でも使用できる雪上車があること

が分かった。その雪上車に興味をもち，大きさが約 40分の１の模型を作った。 

図１のように，速さを調べるために模型に旗（ ）を付け，１ｍごとに目盛りをつけた７ｍの直線コ

ースを走らせた。旗（ ）をスタート地点に合わせ，模型がスタート地点を出発してから旗（ ）が各目

盛りを通過するまでの時間を記録し，表１にまとめた。 

図１  

表１ 
 

問１ ＜レポート１＞から，模型の旗（ ）が２ｍ地点を通過してから６ｍ地点を通過するまでの平均の速さを

計算し，小数第三位を四捨五入したものとして適切なのは，次のうちではどれか。 

ア 0.02ｍ/ｓ イ 0.05ｍ/ｓ ウ 0.17ｍ/ｓ エ 0.29ｍ/ｓ 
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＜レポート２＞ 海氷について 

北極圏の海氷について調べたところ，海水が凍ることで生じる海氷は，海面に浮いた状態で存在してい

ることや，海水よりも塩分の濃度が低いことが分かった。海氷ができる過程に興味をもち，食塩水を用い

て次のようなモデル実験を行った。 

図２のように，３％の食塩水をコップに入れ，液面上部から冷却し凍らせた。凍った部分を取り出し，

その表面を取り除き残った部分を二つに分けた。その一つを溶かし食塩の濃度を測定したところ，0.84％

であった。また，もう一つを３％の食塩水に入れたところ浮いた。 

図２  

問２ ＜レポート２＞から，「３％の食塩水 100ｇに含まれる食塩の量」に対する「凍った部分の表面を取り除

き残った部分 100ｇに含まれる食塩の量」の割合として適切なのは，下の  ①  のアとイのうちではどれ

か。また，「３％の食塩水の密度」と「凍った部分の表面を取り除き残った部分の密度」を比べたときに，

密度が大きいものとして適切なのは，下の  ②  のアとイのうちではどれか。ただし，凍った部分の表面

を取り除き残った部分の食塩の濃度は均一であるものとする。 

 ①  ア 約 13％ イ 約 28％ 

 ②  ア ３％の食塩水 イ 凍った部分の表面を取り除き残った部分 
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＜レポート３＞ 生物の発生について 

水族館で，南極海に生息している図３のようなナンキョクオキアミの発生に関する展示を見て，生物の

発生に興味をもった。発生の観察に適した生物を探していると，近所の池で図４の模式図のようなカエル

（ニホンアマガエル）の受精卵を見付けたので持ち帰り，発生の様子をルーペで継続して観察したところ，

図５や図６の模式図のように，細胞分裂により細胞数が増えていく様子を観察することができた。なお，

図５は細胞数が２個になった直後の
はい

胚を示しており，図６は細胞数が４個になった直後の胚を示してい

る。 

図３ 図４ 図５ 図６ 
    

問３ ＜レポート３＞の図４の受精卵の染色体の数を 24本とした場合，図５及び図６の胚に含まれる合計の染

色体の数として適切なのは，次の表のア～エのうちではどれか。 

 図５の胚に含まれる合計の染色体の数 図６の胚に含まれる合計の染色体の数 

ア 12本 ６本 

イ 12本 12本 

ウ 48本 48本 

エ 48本 96本 

 

＜レポ－ト４＞ 北極付近での太陽の動きについて 

北極付近での天体に関する現象について調べたところ，１

日中太陽が沈まない現象が起きることが分かった。１日中太

陽が沈まない日に北の空を撮影した連続写真には，図７のよ

うな様子が記録されていた。 

地球の公転軌道を図８のように模式的に表した場合，図７

のように記録された連続写真は，図８のＡの位置に地球があ

るときに撮影されたことが分かった。 

図７ 

 

図８ 

 

問４ ＜レポート４＞から，図７のＸとＹのうち太陽が見かけ上動いた向きと，図８のＡとＢのうち日本で夏至

となる地球の位置とを組み合わせたものとして適切なのは，次の表のア～エのうちではどれか。 

 図７のＸとＹのうち太陽が見かけ上 

動いた向き 

図８のＡとＢのうち日本で夏至となる 

地球の位置 

ア Ｘ Ａ 

イ Ｘ Ｂ 

ウ Ｙ Ａ 

エ Ｙ Ｂ 
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問１ ㋐  ㋑  ㋒  ㋓ 

問２ 

① ② 

㋐  ㋑ ㋐  ㋑ 

問３ ㋐  ㋑  ㋒  ㋓ 

問４ ㋐  ㋑  ㋒  ㋓ 

 

問１ イ 

問２ 

① ② 

イ ア 

問３ エ 

問４ ウ 

 

問１ 表１から，模型の旗が２ｍ地点を通過してから６ｍ地点を通過するまでにかかる時間は， 

122.2－40.4＝81.8秒と分かる。よって，平均の速さは，４ｍ÷81.8ｓ＝0.048…より，小数第三位を四捨五入

すると 0.05ｍ/ｓとなる。 

問２ ３％の食塩水 100ｇに含まれる食塩の量は，
３

 100 
×100＝３ｇで，0.84％の食塩水 100ｇに含まれる 

 食塩の量は，
 0.84 

100
×100＝0.84ｇである。よって求める割合は，

 0.84 

３
×100＝28％。凍った部分の表面 

 を取り除き残った部分は３％の食塩水に浮いたので，この部分よりも３％の食塩水の方が密度は大きい。 

問３ ここでは，１個の細胞がもつ染色体はいずれも 24本なので，細胞数が２個である図５は 

24×２＝48本，細胞数が４個である図６は 24×４＝96本である。 

問４ 図８のＡのように北極側を太陽の方に傾けているとき，北極付近では一日中太陽が沈まない白夜という現象

が起こる。地球は北極側から見て反時計回りに自転しているので，白夜の太陽は観察者から見て左手側から右

手側の向き（Ｙ）に運動していく。 
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【過去問 13】 

次の各問いに答えなさい。 

（神奈川県 2023 年度） 

問１ 次の図は，ある地震が発生したときの，複数の観測地点でゆれが始まった時刻を示したものであり，図中

の数値（02～20）は，19時 10分 02秒から 19時 10分 20秒までの秒を示している。この地震において，図

中の地点Ａ，地点Ｂ，地点Ｃのうち，(ⅰ)初期微動継続時間が最も長かったと考えられる地点はどれか。また，

(ⅱ)地震のゆれの大きさが最も大きかったと考えられる地点はどれか。(ⅰ)，(ⅱ)の組み合わせとして最も適す

るものをあとの１～９の中から一つ選び，その番号を答えなさい。ただし，地震波はどの方向にも同じ速さ

で伝わるものとし，地盤の違いによるゆれへの影響は考えないものとする。 

 

１ (ⅰ)地点Ａ (ⅱ)地点Ａ ２ (ⅰ)地点Ａ (ⅱ)地点Ｂ ３ (ⅰ)地点Ａ (ⅱ)地点Ｃ 

４ (ⅰ)地点Ｂ (ⅱ)地点Ａ ５ (ⅰ)地点Ｂ (ⅱ)地点Ｂ ６ (ⅰ)地点Ｂ (ⅱ)地点Ｃ 

７ (ⅰ)地点Ｃ (ⅱ)地点Ａ ８ (ⅰ)地点Ｃ (ⅱ)地点Ｂ ９ (ⅰ)地点Ｃ (ⅱ)地点Ｃ 
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問２ 次の図は，神奈川県のある場所におけるある日の８時，11 時，14 時，17 時の気温と空気１ｍ3あたりの

水蒸気量を，飽和水蒸気量を表す曲線とともに示したものである。この日の湿度の変化を表すグラフとして

最も適するものをあとの１～４の中から一つ選び，その番号を答えなさい。 

 

１  ２ ３ ４ 

    

問３ 春分に，神奈川県のある場所で太陽の動きを観察したところ，太陽は真東の空からのぼり，南の空を通っ

て真西の空に沈んだ。このときの南中高度は 55°であった。次の(ⅰ)，(ⅱ)のように観察する場所や時期を変

えると，太陽がのぼる方角と南中高度はどのようになると考えられるか。最も適するものをあとの１～６の

中からそれぞれ一つずつ選び，その番号を答えなさい。 

(ⅰ) 観察する日は変えずに，日本国内のより緯度の高い場所で観察したとき 

(ⅱ) 観察する場所は変えずに，２か月後に観察したとき 

１ 太陽は真東の空からのぼり，南中高度は 55°より高くなる。 

２ 太陽は真東の空からのぼり，南中高度は 55°より低くなる。 

３ 太陽は真東よりも北寄りの空からのぼり，南中高度は 55°より高くなる。 

４ 太陽は真東よりも北寄りの空からのぼり，南中高度は 55°より低くなる。 

５ 太陽は真東よりも南寄りの空からのぼり，南中高度は 55°より高くなる。 

６ 太陽は真東よりも南寄りの空からのぼり，南中高度は 55°より低くなる。 
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問１ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 

問２ ① ② ③ ④ 

問３ 

(ⅰ) ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

(ⅱ) ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

 

問１ ７ 

問２ １ 

問３ 

(ⅰ) ２ 

(ⅱ) ３ 

 

問１ 地震波がどの方向にも同じ速さで伝わる場合，地震のゆれが始まった時刻が最も早い地点が最も震源に近く，

震源からの距離が同じ地点では，地震のゆれが始まる時刻も同じであると考えられる。問題の図において，05

の点，10の点，15の点，20の点をそれぞれ通る同心円をかくと，次の図のようになり，この同心円の中心に

あたる×の位置が震央と考えられる。地震のゆれが最も大きいのは，この震央に最も近い地点Ａである。また，

震央から最も遠い地点Ｃで，初期微動継続時間は最も長くなる。 

 
問２ 湿度と飽和水蒸気量の関係 

湿度【％】＝
 空気１ｍ3中に含まれる水蒸気量【ｇ/ｍ3】

その温度での飽和水蒸気量【ｇ/ｍ3】
×100 

この日は 14時に気温が最も高くなっているので，飽和水蒸気量も 14時が最も大きい。一方，空気中の

水蒸気量は 14時が最も小さいので，14時の湿度は最も低くなる。よって，３と４は誤り。また，８時の

気温は 18℃で，このときの飽和水蒸気量はおよそ 15.4ｇ/ｍ3，空気中の水蒸気量は 
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およそ 10.2ｇ/ｍ3と読みとれるので，湿度は，
 10.2 

15.4
×100＝66.2…より，およそ 66％。17時の気温は 

22℃で，このときの飽和水蒸気量はおよそ 19.4ｇ/ｍ3，空気中の水蒸気量はおよそ 11.0ｇ/ｍ3と読み 

とれるので，このときの湿度は，
 11.0 

19.4
×100＝56.7…より，およそ 57％。よって，17時の湿度が８時 

より高くなっている２は誤りで，１が適する。 

問３ 太陽の南中高度 

・夏至の日…90°－（緯度－23.4°） 

・冬至の日…90°－（緯度＋23.4°） 

・春分・秋分の日…90°－緯度 

春分の日は，どの地点から観察しても太陽は真東からのぼる。このとき，より緯度の高い場所で太陽を観

察すると，緯度の低い場所で観察したときよりも南中高度は低くなる。また，春分の２か月後（夏）に同じ

場所で太陽を観察すると，太陽は真東より北寄りの空からのぼり，南中高度は高くなる。 
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【過去問 14】 

次の問１～問６に答えなさい。 

（新潟県 2023 年度） 

問１ ヒトの呼吸のしくみと血液のはたらきについて述べた文として，最も適当なものを，次のア～エから一つ

選び，その符号を書きなさい。 

ア 血液中の二酸化炭素は，肺胞から毛細血管に排出される。 

イ 肺では，動脈血が静脈血に変わる。 

ウ 酸素は，血液によって全身の細胞に運ばれる。 

エ 空気を吸うときは，ろっ骨が上がり，横隔膜も上がる。 

問２ 右の表は，太陽系の惑星Ａ～Ｄについて，それ

ぞれの惑星の半径と密度をまとめたものである。

木星型惑星の組合せとして，最も適当なものを，

次のア～カから一つ選び，その符号を書きなさい。

なお，半径は，地球を１とした場合の値である。 

     

惑星 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

半径（地球＝１） 0.38 11.21 9.45 0.53 

密度〔ｇ/cm3〕 5.43 1.33 0.69 3.93 

     

ア 〔Ａ，Ｂ〕 イ 〔Ａ，Ｃ，Ｄ〕 ウ 〔Ａ，Ｄ〕 

エ 〔Ｂ，Ｃ〕 オ 〔Ｂ，Ｃ，Ｄ〕 カ 〔Ｃ，Ｄ〕 

問３ 右の図は，火力発電のしくみを模式的に表したものである。火

力発電では，化石燃料の燃焼により，高温・高圧の水蒸気をつく

り，タービンを回して発電が行われており，この過程でエネルギ

ーが変換されている。火力発電において，エネルギーが変換され

る順に，次のア～エを並べ替え，その符号を書きなさい。 

 

ア 運動エネルギー イ 化学エネルギー ウ 電気エネルギー エ 熱エネルギー 

問４ 60℃の水 300ｇが入っているビーカーに，硝酸カリウム 200ｇを入れ，よくかき混ぜたところ，全部溶け

た。この水溶液の温度をゆっくりと下げていくと，結晶が出てきた。水溶液の温度を 20℃まで下げたとき，

出てくる結晶の質量は何ｇか。求めなさい。ただし，20℃の水 100ｇに溶ける硝酸カリウムの質量は 32ｇと

する。 
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問５ 右の図は，火山岩をルーペで観察して，スケッチしたものである。

火山岩は，図のように，比較的大きな鉱物と，ａのような小さな粒

の部分からできていた。このとき，火山岩のでき方について述べた

次の文中の  Ｘ  ， Ｙ  に当てはまる語句の組合せとして，最も

適当なものを，下のア～エから一つ選び，その符号を書きなさい。 
 

火山岩は，マグマが地表や地表付近で  Ｘ  冷えてできるので，ほとんどの鉱物は大きな結晶にならず，

図中のａのような  Ｙ  という組織ができる。 

ア 〔Ｘ 急に， Ｙ 石基〕 イ 〔Ｘ 急に， Ｙ 斑晶〕 

ウ 〔Ｘ ゆっくりと， Ｙ 石基〕 エ 〔Ｘ ゆっくりと， Ｙ 斑晶〕 

問６ 右の図は，新潟市におけるある年

の６月 10 日の気象観測の結果をま

とめたものである。図中のａ～ｃの

折れ線は，気温，湿度，気圧のいず

れかの気象要素を表している。ａ～

ｃに当てはまる気象要素の組合せと

して，最も適当なものを，次のア～

カから一つ選び，その符号を書きな

さい。  

ア 〔ａ 気温， ｂ 湿度， ｃ 気圧〕 イ 〔ａ 気温， ｂ 気圧， ｃ 湿度〕 

ウ 〔ａ 湿度， ｂ 気温， ｃ 気圧〕 エ 〔ａ 湿度， ｂ 気圧， ｃ 気温〕 

オ 〔ａ 気圧， ｂ 気温， ｃ 湿度〕 カ 〔ａ 気圧， ｂ 湿度， ｃ 気温〕 

 

問１  

問２  

問３  →       →       →  

問４   ｇ 

問５  

問６  
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問１ ウ 

問２ エ 

問３ イ → エ → ア → ウ 

問４ 104 ｇ 

問５ ア 

問６ エ 

 

問２ 太陽系の惑星のうち，木星型惑星は地球型惑星と比べて半径が大きく，大部分が水素やヘリウムのような軽

い物質でできているため平均密度が小さい。 

問３ 化石燃料の燃焼では，化石燃料のもつ化学エネルギーが熱エネルギーに変換される。この熱エネルギーを利

用して水を加熱し水蒸気をつくり，タービンを回す運動エネルギーに変換することで電気エネルギーを得て

いる。 

問４ 20℃の水 100ｇに溶ける硝酸カリウムの質量は 32ｇより，20℃の水 300ｇに溶ける硝酸カリウムの質量は 96

ｇである。したがって，水溶液の温度を 20℃まで下げたとき，加えた硝酸カリウム 200ｇのうち，200－96＝

104ｇは溶けきれなくなり，結晶として出てくる。 

問５ 火山岩 

マグマが地表や地表付近で急に冷え固まってできる。比較的大きな鉱物の結晶である斑晶と目に

見えないほど小さな鉱物の集まりである石基からなる斑状組織を持つ。 

問６ 一般に，よく晴れた日は日の出とともに気温が上がり始めて昼過ぎごろに最も高くなる。また，ふつう，気

温が高くなると湿度が下がり，湿度のグラフは気温の変化と逆の変化になる。このことから，ｃは気温，ａ

は湿度であることがわかる。 
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【過去問 15】 

健一さんは，太陽の動きを調べるため，透明半球を用いて，太陽の

観察を行うことにした。夏のある日に新潟県のある地点で，右の図の

ように，厚紙に透明半球を置いたときにできる円の中心をＯとし，方

位を定めて，透明半球を固定した。午前９時から午後３時まで１時間

おきに，太陽の位置を透明半球上に油性ペンで印をつけて記録した。 
 

また，太陽が南中した時刻に，太陽の位置を透明半球上に印をつけて記録し，この点をＰとした。記録した太陽

の位置をなめらかに結んで，透明半球のふちまで延長して曲線ＸＹをつくった。このことに関して，あとの問１

～問６に答えなさい。なお，図中のＡ～Ｄは，それぞれＯから見た東西南北のいずれかの方向にある円周上の点

である。 

（新潟県 2023 年度） 

問１ Ｏから見て，東の方向にある点として，最も適当なものを，図中のＡ～Ｄから一つ選び，その符号を書き

なさい。 

問２ 太陽などの天体は，時間の経過とともにその位置を変えているように見える。このような，地球の自転に

よる天体の見かけの動きを何というか。その用語を書きなさい。 

問３ 太陽の位置を透明半球上に油性ペンで印をつけて記録するとき，どのように印をつければよいか。「油性

ペンの先端の影」という語句を用いて書きなさい。 

問４ 太陽の南中高度を表す角として，最も適当なものを，次のア～カから一つ選び，その符号を書きなさい。 

ア ∠ＡＣＰ イ ∠ＡＯＰ ウ ∠ＢＯＰ 

エ ∠ＢＰＤ オ ∠ＣＯＰ カ ∠ＤＯＰ 

問５ 透明半球上につくった曲線ＸＹについて，午前９時の点から午後３時の点までの長さと，午前９時の点か

らＰまでの長さをはかると，それぞれ 12cm，5.5cmであった。観察を行った日の太陽が南中した時刻として，

最も適当なものを，次のア～エから一つ選び，その符号を書きなさい。 

ア 午前 11時 45分 イ 午前 11時 51分 ウ 午前 11時 57分 エ 午後０時３分 

問６ 健一さんが観察を行った地点と，緯度は同じで，経度が異なる日本のある地点で，同じ日に太陽の観察を

行った場合，太陽が南中する時刻と太陽の南中高度は，健一さんが観察を行った地点と比べてどのようにな

るか。最も適当なものを，次のア～エから一つ選び，その符号を書きなさい。 

ア 太陽が南中する時刻も太陽の南中高度も，ともに異なる。 

イ 太陽が南中する時刻は異なるが，太陽の南中高度は同じになる。 

ウ 太陽が南中する時刻は同じになるが，太陽の南中高度は異なる。 

エ 太陽が南中する時刻も太陽の南中高度も，ともに同じになる。 



13 地球と宇宙(中３) 天体の運動・季節の変化・惑星ほか 2023 年度 

51 

 

問１  

問２  

問３  

問４  

問５  

問６  

 

問１ Ｂ 

問２ 日周運動 

問３ 
例 

油性ペンの先端の影が，円の中心にくるようにして印をつける。 

問４ イ 

問５ ア 

問６ イ 

 

問１ 南中 

太陽などの天体が真南の方向にきたことを南中という。 

北半球では，太陽は東の空から出て南の空で最も高い位置を通り，西の空へと沈んでいく。太陽が南中し

た位置がＰだから，同じ向きにあるＡは南の方向にある点と考えられる。よって，Ｂが東，Ｃが北，Ｄが西

の方向にある点とわかる。 

問４ 太陽が南中したときの高度を南中高度という。 

問５ 午前９時の点から午後３時の点までの長さが 12cm であることから，透明半球上の曲線ＸＹにおいて，太陽

の位置は１時間あたり２cmずつ東から西へと移動していくことがわかる。午前９時の点からＰまでの長さが 

 5.5cm だから，午前９時の点からＰまで太陽が移動するのにかかった時間は，
 5.5 

２
時間（２時間 45 分）であ

る。したがって，午前９時から
 5.5 

２
時間後の午前 11時 45分に太陽は南中したと考えられる。 

問６ 太陽は東の空から出て，西の空へと沈んでいくから，同じ日に太陽が南中する時刻は観察する地点の経度に

よって異なり，東の地点ほど早く，西の地点ほど遅くなる。また，太陽の南中高度は緯度によって異なるた

め，同じ緯度の地点では太陽の南中高度は同じなる。 
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【過去問 16】 

天体の動きについて調べるために，観測と実験を行った。あとの問いに答えなさい。 

（富山県 2023 年度） 

〈観測〉 

日本のある場所で 12 月１日と３か月後の３月１日に，カシオペヤ座の動

きを観測した。図１のア～シの 印は，北極星を中心とし，カシオペヤ座の

真ん中にあるガンマ星が通る円の周を 12等分する位置を示している。12月

１日 19時のガンマ星はアの位置に見えた。 

問１ カシオペヤ座をつくる星のように，自ら光を出している天体を何という

か，書きなさい。 

図１ 

 

問２ 次の文は，３月１日の観測結果についてまとめたものである。文中の空欄（ Ｘ ），（ Ｙ ）にあては

まる最も適切な位置はどれか。図１のア～シから１つずつ選び，記号で答えなさい。 

３月１日 19時の観測では，ガンマ星は，図１の（ Ｘ ）の位置に見えた。さらに，この日の 23時の観

測では，図１の（ Ｙ ）の位置に見えた。 

問３ 赤道上のある場所Ｐから見える天球上に表したガンマ星の１日の動きとして，最も適切なものはどれか。

次のア～エから１つ選び，記号で答えなさい。 

ア イ ウ エ 
    

〈実験〉 

図２のように，太陽に見立てた電球のまわりに，黄道付近にあるおうし座，しし座，さそり座，みずがめ

座を示すカードを置いた。さらに，地球に見立てた地球儀をＡ～Ｄの位置に１つずつ置き，日本で見える星

座や太陽の動きについて調べた。 

問４ Ａ～Ｄの各位置において，日本で見える星座の時間帯と方角につい

て説明した文として適切なものはどれか。次のア～エからすべて選

び，記号で答えなさい。 

ア Ａの位置では，しし座は明け方，西の方角に見える。 

イ Ｂの位置では，みずがめ座は夕方，東の方角に見える。 

ウ Ｃの位置では，さそり座は夕方，南の方角に見える。 

エ Ｄの位置では，おうし座は明け方，北の方角に見える。 

図２ 
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問５ 昼間でも星が見えるとしたとき，太陽の動きを１年間にわたって観測すると，太陽は黄道付近の星座の間

を動いているように見える。地球がＢからＣへ動いたとき，日本から見て太陽はどの星座からどの星座の間

を動いているように見えるか。図２の中の星座で答えなさい。 

 

問１  

問２ Ｘ  Ｙ  

問３  

問４  

問５  座から  座の間 

 

問１ 恒星 

問２ Ｘ エ Ｙ カ 

問３ イ 

問４ ア，ウ 

問５ おうし 座から しし 座の間 

 

問２ 北の空に見える星は，地球の公転によって１か月で約 30°反時計回りに位置が変わって見える。また，地球

の自転によって１時間で約 15°反時計回りに位置が変わって見える。よって，３月 1日 19時の観測では，12

月１日 19 時にガンマ星が見えた位置から反時計回りに 90°位置が変わって見える。さらに，この日の 23 時

の観測では，19時に観測した位置から 15×４＝60°反時計回りに位置が変わって見える。 

問４ Ａの位置では，しし座は夕方ごろに東の方角からのぼり，真夜中ごろに南の空を通って，明け方ごろに西の

方角に沈む。Ｂの位置では，みずがめ座は真夜中ごろに東の方角からのぼり，明け方ごろに南の空を通る。Ｃ

の位置では，さそり座は夕方ごろ南の空を通って，真夜中ごろに西の方角へ沈む。Ｄの位置では，おうし座は

夕方ごろに東の方角からのぼり，真夜中ごろに南の空を通って，明け方ごろに西の方角に沈む。 
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【過去問 17】 

望遠鏡と太陽投影板を使って，太陽の像を記録用紙に投影し，太陽の黒点の観察を行った。図１は，１日おき

に同じ時刻の黒点の位置と形をスケッチしたものである。あとの問いに答えよ。 

（福井県 2023 年度） 

図１ 

 

問１ 太陽のように，自ら光や熱を出してかがやいている天体を何という

か，その名称を書け。 

図２ 

 

問２ 太陽の黒点を観察するときの注意点として適当でないものを，次のア～エから１つ選んで，その記号を書

け。 

ア 太陽の光は非常に強いので，肉眼や望遠鏡で太陽を直接見てはいけない。 

イ 投影された太陽の像は動いていくので，すばやくスケッチする。 

ウ 望遠鏡を固定したとき，太陽が記録用紙から外れていく方向が，太陽の西である。 

エ 望遠鏡を太陽に向け，ファインダーを使って接眼レンズと太陽投影板の位置を調節する。 

問３ 図１の７日目にスケッチでかかれた黒点Ａの大きさを調べるため，図２のように，黒点Ａをふくみ太陽の

中心をとおる面を考えたところ，黒点Ａは３度の広がりをもっていた。この黒点Ａの長さＬは，地球の直径

の何倍か。小数第２位を四捨五入して，小数第１位まで書け。ただし，太陽の直径は地球の直径の 109倍と

し，円周率は 3.14とする。 

問４ 太陽が球体であることは，図１のスケッチからわかる。その理由について，解答欄の書き出しに続けて簡

潔に書け。ただし，黒点Ａは円形とする。 

問５ 太陽の活動が活発になるときの，黒点の数の変化と地球におよぶ影響の組合せとして最も適当なものを，

次のア～エから１つ選んで，その記号を書け。 

 黒点の数の変化 地球におよぶ影響 

ア 増加 オーロラが発生しやすくなる。 

イ 減少 停滞前線ができやすくなる。 

ウ 増加 日食が見られるようになる。 

エ 減少 電波障害が起こりやすくなる。 
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問１  

問２  

問３   倍 

問４ 

黒点Ａは 

 
 

問５  

 

問１ 恒星 

問２ エ 

問３ 2.9 倍 

問４ 

黒点Ａは 

 
中央部では円形だが，周辺部ではだ円形に見えるから。 

問５ ア 

 

問１ 自ら光や熱を出してかがやいている太陽のような天体を恒星といい，恒星のまわりを公転している地球のよ

うな天体を惑星という。また，惑星のまわりを公転している月のような天体を衛星という。 

問２ 太陽の光は非常に強いので，肉眼や望遠鏡のほかに，ファインダーを通しても太陽を見てはいけない。投影

された太陽の像は，太陽の西の向きに動いていく。 

問３ 地球の直径を xとすると，太陽の直径は 109xと表せる。よって，太陽の外周は 109πxと表せるから， 

 ３度の広がりをもつ黒点Ａの長さＬ＝109πx×
 ３ 

 360 
＝x×2.85…となる。よって，小数第２位を四捨五入すると，

Ⅼ＝2.9xとなる。 
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【過去問 18】 

次の問１～問３に答えなさい。 

（山梨県 2023 年度） 

問１ そうまさんは，山梨県のある地点で，ある年の10月30日から11月11日までの間に７回，18時に月を観察し，

月の位置と形を記録した。図１は，その観察記録である。また，図２は，北極側から見た地球と月の位置，

太陽の光の向きを模式的に表したものである。(1)～(3)の問いに答えなさい。 

図１ 図２ 
  

(1) 10月30日の18時に月の位置と形を記録した後，同じ日にそのまま続けて月を観察すると，月は図１のａ～

ｄのどの向きに動いて見えるか，最も適当なものを一つ選び，その記号を書きなさい。 

(2) 天体が他の天体のまわりを回っていることを何というか，その名称を書きなさい。 

(3) 図１の 11月３日に見えた月は，図２のＡ～Ｈのどの位置にあるときか，最も適当なものを一つ選び，そ

の記号を書きなさい。 

問２ そうまさんは，問１と同じ地点で別の日に

月を観察し，ノ－トに記録した。その日は，満

月が時間の経過とともに欠けていくようすが

観察された。このとき，月が欠けて見えた理由

を，「かげ」という語句を使って，簡潔に書き

なさい。 

ノート 

 

問３ そうまさんは，アメリカのニューヨークに住む友人のさくらさんに，日本から電話をした。そうまさんが

「満月がきれいに見えているよ。」と話したところ，さくらさんは「今日は，久しぶりに月を見ようかな。」

と言った。電話をした日の夜，さくらさんがニューヨークで見る月の形として，最も適当なものを，次のア

～エから一つ選び，その記号を書きなさい。 

ア  イ  ウ  エ  
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問１ 

(1)   

(2)   

(3)   

問２  

問３  

 

問１ 

(1) ｂ 

(2) 公転 

(3) Ｇ 

問２ 
例 

月が地球のかげに入るから 

問３ エ 

 

問１ (1) ある地点で見える月の位置は，地球が自転することによ

って時間とともに東から西へ位置を変えていく。 

(3) 月は自ら光っておらず，太陽の光を反射することで光って

見える。そのため，地球を北極側から見ると，月は表面の半

分に太陽の光が当たり，右図のように見える。 

問２ 地球から見ると，月が地球のかげに入り，月の一部または全

体が欠けて見えることがある。このような現象を月食という。 

問３ ある日の夜に見える月の形は，月の位置が大きく変化しない

ため，日本とニューヨークではほぼ同じ形に見える。 
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【過去問 19】 

各問いに答えなさい。 

（長野県 2023 年度） 

問１ 田中さんは，図１のように，海面上に
ゆ

湯
げ

気のようなものが発生する「けあら

し」という現象に興味をもった。調べたところ，けあらしは，放射冷却により

冷え込みが強まった日に，海面上に霧が発生する現象であり，次のような条件

のときに発生しやすいことがわかった。 

図１ 

著作権の関係から 

掲載できません。 

〔条件〕陸上の気温と海水の温度の差が大きく，海面上の空気に多くの水蒸気がふくまれていること。 

(1) 霧は，空気にふくまれている水蒸気の一部が凝結してできる。 

ⅰ 空気にふくまれている水蒸気が凝結し始める温度を何というか，書きなさい。 

ⅱ 表１は，気温と飽和水蒸気量の関係を示したものである。気温 10℃，湿度 60％の空気が冷やされたと

き，この空気にふくまれている水蒸気が凝結し始めるのは何℃か，最も適切な値を，表１の気温から選び，

整数で書きなさい。 

表１ 

気温〔℃〕 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 

飽和水蒸気量〔ｇ/ｍ3〕 5.2 5.6 5.9 6.4 6.8 7.3 7.8 8.3 8.8 9.4 

田中さんは，条件をもとに，海面上に霧が発生する現象を理科室で再現するための準備として，次のような

実験を行った。なお，室温は 22℃であった。 

〔実験１〕 

① 図２のように，透明な容器の中央に線香を立てた仕切りを入れ，

一方に砂を，他方に水を入れ，容器の上に透明なふたを置いて白熱

電球を設置した。このとき，容器内の空気の温度，砂の温度，水温

は，いずれも室温と同じであった。 

② 砂と水を白熱電球で照らし，線香に火をつけた。しばらくして容

器内の低い位置で，線香のけむりが水から砂の方へ流れ，砂の 

図２ 

 

 上で上昇した。このとき，砂の上の空気の温度は 32℃，水温は 24℃であった。 

③ 白熱電球で照らし続けたあと，白熱電球のスイッチを切った。しばらくして容器内の低い位置で，線

香のけむりが②と逆の向きに流れた。このとき，砂の上の空気の温度は 22℃，水温は 26℃であった。 



13 地球と宇宙(中３) 天体の運動・季節の変化・惑星ほか 2023 年度 

59 

〔実験２〕４つの同じビーカーＡ～Ｄを用意した。図３のように，ビーカーの内側を，Ａ，Ｂは 40℃の湯

でしめらせ，Ｃ，Ｄはかわいたままにし，Ａ，Ｃの上には氷を入れたペトリ皿を置き，Ｂ，Ｄの上に

は室温と同じ温度の水を入れたペトリ皿を置いた。水蒸気が凝結しやすいよう，線香のけむりをＡ～

Ｄに少量ずつ入れ，ビーカー内の空気のようすを観察し，結果を表２にまとめた。 

図３ 表２ 

  

(2) 実験１で，線香のけむりの流れから空気の動きがわかる。日本で観測される風のうち，実験１の②の空気

の動きで説明できるものとして適切なものを，次のア～エから２つ選び，記号を書きなさい。 

ア 海風 イ 陸風 ウ 夏の季節風 エ 冬の季節風 

(3) 実験２で，空気中の水蒸気量が多いと霧ができやすくなることは，Ａとどのビーカーの結果を比べればわ

かるか。また，空気が冷やされると霧ができやすくなることは，Ａとどのビーカーの結果を比べればわかる

か。Ｂ～Ｄから１つずつ選び，記号を書きなさい。 

(4) 実験１，２の結果を得た田中さんは，海面上に霧が発生する現象を

再現するために，図４の装置をつくった。容器の中に線香のけむりを

少量入れると，湯の上に湯気のようなものができたことから，海面上

に霧が発生する理由について，次のようにまとめた。 あ  に当てはま

る適切な言葉を，陸上，あたたかいの２語を使って簡潔に書きなさい。 

図４ 

 

海面上に霧が発生するのは， あ  に流れ込むことで，海面上の水蒸気が冷やされるからであると考え

られる。 

問２ 晴れた夜，空を見上げると，ゆっくり移動していく光の点が突然消えた。調

べたところ，光の点は，図５のＩＳＳ（国際宇宙ステーション）であることがわか

った。ＩＳＳについてさらに調べると，次のようなことがわかった。 

図５ 

著作権の関係から 

掲載できません。 

ＩＳＳは，ａ月と同じように，自ら光を出しているわけではなく，太陽の光を反射することで明るく光っ

て見え，ｂ一定の速さで，地球のまわりを回っている。 

(1) 下線部ａについて，月のように，惑星のまわりを公転する天体を何というか，書きなさい。 

(2) 下線部ｂについて，ＩＳＳは，約 90分で地球のまわりを１周している。 

ⅰ ＩＳＳが地球のまわりを１周する間に，地球は約何度自転するか，最も適切なものを，次のア～エから１

つ選び，記号を書きなさい。 

ア 約 15度 イ 約 22.5度 ウ 約 30度 エ 約 37.5度 

ⅱ ＩＳＳが地球のまわりを回る速さは何 km/ｈか，最も適切なものを，次のア～エから１つ選び，記号を書

きなさい。ただし，ＩＳＳは，地球の 400km上空を，地球の中心を中心とする円軌道上を 90分で１周してい

るものとし，地球の直径を 12800kmとする。また，円周率を３とする。 

ア 25600km/ｈ イ 26400km/ｈ ウ 27200km/ｈ エ 28800km/ｈ 
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(3) ＩＳＳが突然消えた理由を次のようにまとめた。 い  に当てはまる最も適切なものを，図６のＥ～Ｉから１

つ選び，記号を書きなさい。また， う  に当てはまる適切な言葉を，ＩＳＳと地球の位置関係にふれて簡潔に

書きなさい。ただし，図６は，観測者の上空をＩＳＳが通過していくようすを模式的に示したものであり，ＩＳ

Ｓは，Ｅ→Ｆ→Ｇ→Ｈ→Ｉへ動いているものとする。 

観測者のいる場所が夜でも，地上約 400km 上空に

あるＩＳＳには，太陽の光が当たっている場合がある。

しかし，図６で，ＩＳＳが  い  の位置にきたときには，

ＩＳＳには太陽の光が当たらなくなっている。 う  こ

とで，ＩＳＳには太陽の光が当たらなくなり，観測者か

らは，ＩＳＳが突然消えたように見えた。 

図６ 

 

 

問１ 

(1) 

ⅰ   

ⅱ   ℃ 

(2)  

(3) 

水蒸気量が多い場合 空気が冷やされる場合 

Ａと  Ａと  

(4)  

問２ 

(1)  

(2) 

ⅰ   

ⅱ   

(3) 

い   

う  
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問１ 

(1) 

ⅰ 露点 

ⅱ ２ ℃ 

(2) ア，ウ 

(3) 

水蒸気量が多い場合 空気が冷やされる場合 

Ａと Ｃ Ａと Ｂ 

(4) 
例 

陸上の冷たい空気が，あたたかい海面上 

問２ 

(1) 衛星 

(2) 

ⅰ イ 

ⅱ ウ 

(3) 

い Ⅰ 

う 
例 

ＩＳＳが地球のかげに入る 

 

問１ (1) 湿度と飽和水蒸気量の関係 

湿度【％】＝
 空気１ｍ3中にふくまれる水蒸気量【ｇ/ｍ3】

その温度での飽和水蒸気量【ｇ/ｍ3】
×100 

ある空気が冷やされて湿度が 100％になると，その空気にふくまれる水蒸気が凝結し始める。このときの

温度を露点という。 

気温 10℃のときの飽和水蒸気量は，表１より 9.4ｇ/ｍ３である。湿度が 60％だから，このときの空気 

１ｍ３中にふくまれる水蒸気量を xｇ/ｍ３とすると，
xｇ/ｍ３

  9.4ｇ/ｍ３ 
×100＝60が成り立ち，これを解くと， 

x＝5.64ｇ/ｍ３となる。よって，飽和水蒸気量が 5.6ｇ/ｍ３となる約２℃まで冷やされると，湿度が 100％と

なる。 

（2） 海陸風 

陸地と海では，陸地の方があたたまりやすく冷めやすい。そのため，昼は，陸上の気温の方が海上の気温

より高くなることで，陸上の空気があたためられて膨張し，密度が小さくなり，上昇気流ができる。その結

果，陸上の気圧が海上の気圧よりも低くなり，海から陸に向かって風が吹く（海風）。一方，夜は，昼とは

反対に陸上の気温より海上の気温が高くなるため，陸から海に向かって風が吹く（陸風）。 

砂と水では，砂の方があたたまりやすく，冷えやすい。実験１の②では，白熱電球によってあたためられ

たことで，砂の上の空気の温度が水温より高くなり，砂の上で上昇気流が起き，砂の上の気圧が水の上の気

圧より低くなり，水から砂の方へ空気が動いた。これは昼に起こる海風と同様のしくみである。また，夏に

大陸側の方が海洋側より気温が高くなって起きる季節風も同じように説明することができる。 

(3) 調べたい条件以外は同じ条件になっているものどうしを比較する。空気中の水蒸気量が多いと霧ができ

やすくなることについて調べたい場合は，空気中の水蒸気量の条件だけが異なり，それ以外の条件は同じ

になっているものを比較する。よって，ＡとＣを比較すればよい。空気が冷やされると霧ができやすくな

ることについて調べたい場合は，空気の温度の条件だけが異なり，それ以外の条件は同じになっているも

のを比較する。よって，ＡとＢを比較すればよい。 

(4) 図４では，温度が高い湯の上で上昇気流が発生して気圧が低くなり，氷の側から冷たい空気が湯の上に流

れこむ。これによって湯の上の水蒸気が冷やされ，霧が発生する。陸側の気温が海側より低くなっている

ときに海面上に霧が発生する現象も，同様にして説明できる。 
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問２ (1) 太陽のようにみずから光を出してかがやいている天体を恒星，恒星のま

わりを公転している地球のような天体を惑星，惑星のまわりを公転している

月のような天体を衛星という。 

(2) ⅰ 地球は 24時間（1440分）で１回（360°）自転する。よって，地球が 90

分で自転する角度を x°とした場合，1440：360＝90：xより，x＝22.5°と求

められる。 

ⅱ 地球の直径が 12800kmだから，半径は 12800÷２＝6400kmである。 

ＩＳＳは地球の 400km上空にあるから，図のように，ＩＳＳが動く軌道は，半径が

6400＋400＝6800kmの円となる。円周率を３とすると，この円の円周は，２

×３×6800＝40800kmとなる。この軌道をＩＳＳは 90分（1.5時間）で１周し

ているから，その速さは，40800÷1.5＝27200km/ｈと求められる。 

 

(3) 右の図のように，観測者が太陽の光が当たっていない部

分にいた場合でも，ＩＳＳがＥ，Ｆ，Ｇ，Ｈの位置にあると

きは，太陽の光が当たっているため，光の点として見るこ

とができる。ＩＳＳがＩの位置にあるときは，ＩＳＳが地球の

かげに入ってしまうため，太陽の光が当たらなくなる。こ

のため，観測者からはＩＳＳが突然消えたように見えたと考

えられる。  
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【過去問 20】 

県内のある場所で月と金星を観察した。問１～問５に答えなさい。 

（岐阜県 2023 年度） 

〔観察１〕ある日の日の出前に，月と金星を東の空に観察することができた。 

図１は，そのスケッチである。 

〔観察２〕別の日の日の入り後に，月を観察したところ，月食が見られた。 

〔観察３〕観察２から29日間，日の入り後の西の空に見えている金星を天体望遠

鏡の倍率を一定にしたまま観察した。図２は，そのスケッチの一部である。

ただし，天体望遠鏡で見える像は上下左右が逆になっているので，肉眼で見

たときの向きに直してある。 

図１ 

 

問１ 地球のまわりを公転する月のように，惑星のまわりを公転

する天体を何というか。言葉で書きなさい。 

 

図２ 

 

問２ 図３は，地球の北極側から見た，地球と月の位置関係と太

陽の光を示した模式図である。 

(1) 月が公転する向きは図３のＡ，Ｂのどちらか。符号で書き

なさい。 

(2) 観察１で見た月の，地球との位置関係として最も適切なも

のを，図３のア～クから１つ選び，符号で書きなさい。 

(3) 観察２で見た月の，地球との位置関係として最も適切なも

のを，図３のア～クから１つ選び，符号で書きなさい。 

図３ 

 

問３ 図４は，太陽と金星と地球の位置関係を示した模式図であ

る。観察１の結果から，この日の地球から見た金星の位置とし

て最も適切なものを，図４のア～エから１つ選び，符号で書き

なさい。 

問４ 金星は，日の出前の東の空か，日の入り後の西の空に見る

ことができるが，真夜中には見ることができない。その理由

を，「金星は」に続けて，簡潔に説明しなさい。 

図４ 
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問５ 次の     の(1)，(2)に当てはまる正しい組み合わせを，ア～カから１つ選び，符号で書きなさい。 

 観察３の結果から，観察された金星の大きさは，観察１日目に比べ 29日目の方が大きくなった。これは，

金星の公転周期が地球の公転周期よりも  (1)   ，金星の位置が地球に近くなったからである。また，日の

入り後から金星が沈むまでの金星が観察できる時間を，観察１日目と 29日目で比べると， 

 (2)   。 

ア (1) 長く (2) １日目の方が長かった イ (1) 短く (2) １日目の方が長かった 

ウ (1) 長く (2) 変わらなかった エ (1) 短く (2) 変わらなかった 

オ (1) 長く (2) １日目の方が短かった カ (1) 短く (2) １日目の方が短かった 

 

問１  

問２ (1)  (2)  (3)  

問３  

問４ 

金星は 

 

問５  

 

問１ 衛星 

問２ (1) Ａ (2) カ (3) ウ 

問３ エ 

問４ （金星は）地球よりも内側を公転するから。 

問５ イ 

 

問２ (1) 月は，地球の北極側から見ると，反時計回り（Ａの向き）に公転している。この側から見たとき，月の

自転の向きも同じく反時計回りとなる。 

(2) 図１は，日の出前に南寄りに見えている東の空の月のようすである。日の出前，南寄りに見える月は，図

３中ではオまたはカの位置となるが，オの場合はちょうど半月として観察されるので，ここではもう一方の

カがあてはまる。 

(3) 月食は，地球の影に月が入ることで，月が欠けて見える現象である。したがって，図３ではウのように，

太陽―地球―月がこの順で並ぶときに起こる。 

問３ ア，ウの位置のときは，地球から金星は観察されない。イは，日の入り後，西の空に観察されるときの金星

の位置を表し，このときの金星はよいの明星とよばれる。エは，日の出前，東の空に観察されるときの金星

の位置を表し，このときの金星は明けの明星とよばれる。 
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問４ 金星は，地球よりも太陽に近い側を公転しており，内惑星とよばれる。公転軌道が地球と太陽の間にあるた

め，地球が真夜中のときには，内惑星はどの位置にあっても観察することができない。 

問５ 金星は，地球の近くに位置するときの方が大きく，また，

その欠け方も大きくなって見える。したがって，１日目と

29 日目の，日の入り後に西の空に見えている金星を比べ

ると，29 日目の方がより地球の近くにある。これらの位

置関係を表すと，右のような模式図となる。この図より，

金星が沈むまで，すなわち，地球上の観察者から見て金星

が地平線の下側に達するまでの時間は，１日目の方が長

くなることがわかる。 
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【過去問 21】 

次の問１～問４に答えなさい。 

（静岡県 2023 年度） 

問１ 月のように，惑星のまわりを公転する天体は何とよばれるか。その名称を書きなさい。 

問２ 図１のように，同じ材質のプラスチックでできてい

るストローＡとストローＢを一緒にティッシュペーパー

でこすった。その後，図２のように，ストローＡを洗た

くばさみでつるした。 

 図２のストローＡに，ストローＢと，こすったティッシ

ュペーパーをそれぞれ近づけると，電気の力がはたらい

て，ストローＡが動いた。図２のストローＡが動いたと

きの，ストローＡに近づけたものとストローＡとの間に

はたらいた力の組み合わせとして最も適切なものを，右

のア～エの中から１つ選び，記号で答えなさい。 

図１ 図２ 
  

 
ストローＡに近づけたもの 

ストローＢ 
テイッシュ 
ペーパー 

ア 退け合う力 引き合う力 

イ 退け合う力 退け合う力 

ウ 引き合う力 引き合う力 

エ 引き合う力 退け合う力 

問３ 有性生殖において，子の形質が親の形質と異なることがある理由を，受精，染色体という２つの言葉を用

いて，簡単に書きなさい。 

問４ 表１は，
しょう

硝
さん

酸カリウムの，水 100ｇに溶ける最大の質量と温度の関係を表した

ものである。30℃の水が入っているビーカーに，硝酸カリウムを加え，質量パーセ

ント濃度が 20％の硝酸カリウム水溶液 250ｇをつくる。この水溶液 250ｇの温度

を 30℃から 10℃まで下げると，硝酸カリウムが結晶となって出てきた。結晶とな

って出てきた硝酸カリウムは何ｇか。表１をもとに，計算して答えなさい。 

表１ 

 

温度 

〔℃〕 

硝酸 

カリウム 

〔ｇ〕 

10 22 

30 46 

  

 

問１  

問２  

問３  

問４  
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問１ 衛星 

問２ ア 

問３ 受精によって両方の親からそれぞれの染色体を受け継ぐから。 

問４ ６ ｇ 

 

問１ 太陽のように自ら光を出してかがやいている天体を恒星，恒星のまわりを公転している地球のような天体を

惑星，惑星のまわりを公転している月のような天体を衛星という。 

問２ 図１のように，２本のストローをティッシュペーパーでこすると，ストローとティッシュペーパーはそれぞ

れ異なる種類の電気を帯びる。このとき，２本のストローは同じ種類の電気を帯びている。よって，ストロ

ーＡにストローＢを近づけると退け合う力がはたらき，ストローＡにティッシュペーパーを近づけると引き

合う力がはたらく。 

問３ 有性生殖では，受精によって両方の親からそれぞれの染色体を受け継ぐため，親と子の形質は同じになると

は限らない。無性生殖では，親と子のもつ染色体は同じになり，形質も同じになる。 

問４ 質量パーセント濃度 

質量パーセント濃度【％】＝
 溶質の質量【ｇ】

  溶液の質量【ｇ】
×100＝

 溶質の質量【ｇ】

  溶媒の質量【ｇ】＋溶質の質量【ｇ】
×100 

質量パーセント濃度が20％の硝酸カリウム水溶液250ｇに含まれる硝酸カリウムの質量は， 
20

 100 
×250＝50ｇである。つまり，この水溶液 250ｇのうち，水は 200ｇである。表１より，10℃の 

水 100ｇに溶ける硝酸カリウムの質量は 22ｇなので，10℃の水 200ｇに溶ける硝酸カリウムの質量は 
200

100
×22＝44ｇである。よって，求める硝酸カリウムの質量は，50－44＝６ｇとなる。 
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【過去問 22】 

次の問１，問２に答えなさい。 

（愛知県 2023 年度） 

問１ 日本のある地点において，ある日の午後７時に北の空を観

察したところ，恒星Ｘと北極星が図のように観察できた。同じ

地点で毎日午後７時に恒星Ｘを観察したところ，恒星Ｘの位

置は少しずつ変化した。次の文章は，１か月後の恒星Ｘの位置

について説明したものである。文章中の（ Ⅰ ）と（ Ⅱ ）

のそれぞれにあてはまる語の組み合わせとして最も適当なも

のを，下のアからクまでの中から選びなさい。 

 

図 

 

１か月後の午後７時に恒星Ｘは，（ Ⅰ ）の位置に見えた。同じ時刻に観測したとき，恒星の見られる

位置が少しずつ移動するのは，地球が（ Ⅱ ）しているからである。 

ア Ⅰ Ａ，  Ⅱ 公転 イ Ⅰ Ａ，  Ⅱ 自転 ウ Ⅰ Ｂ，  Ⅱ 公転 

エ Ⅰ Ｂ，  Ⅱ 自転 オ Ⅰ Ｃ，  Ⅱ 公転 カ Ⅰ Ｃ，  Ⅱ 自転 

キ Ⅰ Ｄ，  Ⅱ 公転 ク Ⅰ Ｄ，  Ⅱ 自転 

問２ 物質の状態変化について説明した次の文章について，（ Ⅰ ）と（ Ⅱ ）のそれぞれにあてはまる語

の組み合わせとして最も適当なものを，下のアからエまでの中から選びなさい。 

多くの物質は温度を下げていくと，気体から液体，そして固体へと状態が変わる。一般的に，物質の温度

が下がることによって，物質の（ Ⅰ ）が減少し，密度は大きくなる。 

このような物質の例として，エタノールがあげられる。エタノールの液体の中に，温度を下げて固体にし

たエタノールを入れると，固体のエタノールは（ Ⅱ ）。 

ア Ⅰ 質量，  Ⅱ 浮く イ Ⅰ 質量，  Ⅱ 沈む 

ウ Ⅰ 体積，  Ⅱ 浮く エ Ⅰ 体積，  Ⅱ 沈む 

 

問１ ㋐ ㋑ ㋒ ㋓ ㋔ ㋕ ㋖ ㋗ 

問２ ㋐ ㋑ ㋒ ㋓ 
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問１ ア 

問２ エ 

 

問１ 北の空では，地球の公転の影響によって，同じ時刻に観察される星は，１日に約１°ずつ(１年で約 360°

＝１周)反時計回りに移動して見える。よって，１か月後の同じ午後７時には，恒星Ⅹは約 30°移動したＡ

の位置に見える。 

問２ 温度が低下すると，物質をつくる粒子の運動の程度が小さくなり，これにともなって粒子どうしの距離が

小さくなる。その結果，一般に，物質の体積は小さくなる。このとき，質量は変化しないため，（質量）÷

（体積）で求められる密度の値は大きくなる。エタノールはこのような体積の変化を示す物質で，同じ質量

のときの体積の大きさが，気体＞液体＞固体であるので，密度は， 

固体＞液体＞気体となる。よって，密度の大きな固体は，密度の小さな液体に入れると沈む。 
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【過去問 23】 

次の文を読んで，あとの各問いに答えなさい。 

（三重県 2023 年度） 

あすかさんは，季節によって見える星座が変化することに興味をもち，星座を観測し，季節によって見え

る星座が変化することについて，インターネットや資料集を用いて調べた。そして，観測したことや調べた

ことを次の①，②のようにレポートにまとめた。 

【あすかさんのレポートの一部】 

 
① 星座の観測 

 ５月１日の午前０時に，三重県のある地点で，南の空に見えたて

んびん座を観測した。観測したてんびん座を，周りの風景も入れて

図１のように模式的に示した。１か月後，同じ時刻に同じ地点で星

座を観測すると，てんびん座は５月１日の午前０時に観測した位置

から移動して見え，５月１日の午前０時にてんびん座を観測した位

置には異なる星座が見えた。その後，１か月ごとに，同じ時刻に同

じ地点で南の空に見えた星座を観測した。 

図１ 

 

 

 
② 季節によって見える星座の変化と地球の公転 

 季節によって見える星座が変化することについて考えるために，太陽，地球，星座の位置関係

と，地球の公転について調べた。地球から見た太陽は，星座の星の位置を基準にすると，地球の

公転によって星座の中を動いていくように見えることがわかった。この星座の中の太陽の通り道

付近にある星座の位置を調べ，図２のように模式的にまとめた。Ａ～Ｄは，それぞれ３月１日，

６月１日，９月１日，12月１日の
こう

公
てん

転
き

軌
どう

道上の地球の位置を示している。 

 

 図２ 

 

 

   

問１ ①について，次の(a)～(c)の各問いに答えなさい。 

(a) 星座の星や太陽のようにみずから光をはなつ天体を何というか，その名称を書きなさい。 
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(b) 次の文は，観測した星座の１年間の見かけの動きについて，説明したものである。文中の（ あ ）に入

る方位と，（ い ）に入る数は何か，下のア～エから最も適当な組み合わせを１つ選び，その記号を書き

なさい。また，（ う ）に入る最も適当な言葉は何か，漢字で書きなさい。 

南の空に見えた星座は，１か月後の同じ時刻には，（ あ ）に約（ い ）°移動して見え，１年後

の同じ時刻には，また同じ位置に見える。これは，地球が太陽を中心にして，公転軌道上を１年かかって

360°移動するからである。このような，地球の公転による星の１年間の見かけの動きを，星座の星の

（ う ）という。 

ア あ―東 い―15 イ あ―東 い―30 

ウ あ―西 い―15 エ あ―西 い―30 

(c) ある日の午後８時にやぎ座が，図３のウの位置に南

中して見えた。この日から２か月前の午後 10 時には，

やぎ座がどの位置に見えたか，図３のア～オから最も適

当なものを１つ選び，その記号を書きなさい。ただし，

図３の点線のうち，となり合う線の間の角度はすべて

30°とする。 

図３ 

 

問２ ①，②について，次の(a)～(d)の各問いに答えなさい。 

(a) 地球から見た太陽は，星座の星の位置を基準にすると，地球の公転によって星座の中を動いていくように

見える。この星座の中の太陽の通り道を何というか，その名称を書きなさい。 

(b) あすかさんが，５月１日の午前０時にてんびん座を観測した後，１か月ごとに，午前０時に同じ地点で南

の空に見えた星座を，６月１日から順に並べるとどうなるか，次のア～エから最も適当なものを１つ選び，

その記号を書きなさい。 

ア おとめ座→しし座→かに座 イ しし座→ふたご座→おひつじ座 

ウ さそり座→いて座→やぎ座 エ いて座→みずがめ座→おひつじ座 

(c) 地球が図２のＤの位置にあるとき，さそり座は一日中見ることができない。一日中見ることができないの

はなぜか，その理由を，「さそり座は」に続けて，「方向」という言葉を使って，簡単に書きなさい。 

(d) ①と同じ地点で観測したとき，観測した星座の見え方について，正しく述べたものはどれか，次のア～エ

から最も適当なものを１つ選び，その記号を書きなさい。 

ア ３月１日には，午前２時の東の空に，おうし座が見える。 

イ ６月１日には，午前２時の東の空に，おとめ座が見える。 

ウ ９月１日には，午前２時の西の空に，てんびん座が見える。 

エ 12月１日には，午前２時の西の空に，うお座が見える。 
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問１ 

(a)   

(b) 

あい   

う   

(c)   

問２ 

(a)   

(b)   

(c) 

さそり座は 

 

(d)   

 

問１ 

(a) 恒星 

(b) 

あい エ 

う 年周運動 

(c) イ 

問２ 

(a) 黄道 

(b) ウ 

(c) 

さそり座は 

太陽と同じ方向にあるから。 

(d) エ 

 

問１ (b) 地球は太陽を中心にして，公転軌道上を 1年かけて１周（360°移動）するから，地球から見て，１日約

１°ずつ南の空に見えた星座は西に移動して見える。そのため，１か月後の同じ時刻には西に約 30°移動し

て見える。このような星の１年間の見かけの動きを，星座の星の年周運動という。 

(c) ある日の午後８時に，図３のウの位置に南中して見えた星座は，２か月前の午後８時には 60°東のアの位

置に見える。さらに，地球が１日に１周自転することによって，南の空の星座は西に１時間に 360°÷24＝

15°移動して見えるから，２か月前の午後 10時にはアの位置から西へ 30°移動したイの位置に見えると考

えられる。 

問２ (d) ３月１日の地球の位置は図２のＡであり，この日の真夜中にはしし座が真南に見え，東の空にさそり座が

見える。この日の午前２時には，地球は北極側から見て反時計回りに自転しているため，東の空にはいて座が

見える。同様に，６月１日（図２のＢ）の午前２時の東の空にはうお座，９月１日（図２のＣ）の午前２時の

西の空にはいて座，12月１日（図２のＤ）の午前２時の西の空にはうお座が見える。 

 



13 地球と宇宙(中３) 天体の運動・季節の変化・惑星ほか 2023 年度 

73 

【過去問 24】 

大阪に住むＧさんは，季節によって気温が変化することに興味をもち，日本における太陽の南中高度や昼間の

長さの違いなどについて調べた。また，Ｇさんはよく晴れた日に，自宅近くの公園で，太陽光が当たる角度と太陽

光から受け取るエネルギーについて実験し，考察した。あとの問いに答えなさい。 

（大阪府 2023 年度） 

【Ｇさんが地球の公転と太陽の南中高度について調べたこと】 

・地球の公転と，春分の日，夏至の日，秋分の日，

冬至の日の地球の位置を模式的に表すと，図Ⅰの

ようになる。 

・図Ⅰ中のＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄのうち，春分の日の地球

の位置は  ⓐ  である。 

・地球は，現在，地軸を公転面に垂直な方向から

23.4°傾けたまま公転している。 

図Ⅰ 

 

・地軸の傾きのため，太陽の南中高度は季節によって異なる。 

・春分の日，夏至の日，秋分の日，冬至の日のおおよその太陽の南中高度は，次の式で求めることがで

きる。 

春分の日，秋分の日の太陽の南中高度 ＝ 90°－ 緯度 

 夏至の日の太陽の南中高度 ＝ 90°－ 緯度 ＋ 地軸の傾きの角度 

 冬至の日の太陽の南中高度 ＝ 90°－ 緯度 － 地軸の傾きの角度 

・上の式を用いると，北緯 34.5°の地点にある自宅近くの公園では，冬至の日の太陽の南中高度はⓑ

〔ア 約 11.1°  イ 約 32.1°  ウ 約 66.6°  エ 約 78.9°〕と考えられる。 

問１ 図Ⅰ中のＡ～Ｄのうち，上の文中の  ⓐ  に入れるのに適しているものはどれか。一つ選び，記号を○

で囲みなさい。 

問２ 地球の公転により，観測できる星座は季節によって異なる。１日を周期とした天体の見かけの動きが日周

運動と呼ばれるのに対し，１年を周期とした天体の見かけの動きは何と呼ばれる運動か，書きなさい。 

問３ 文中のⓑ〔   〕から最も適切なものを一つ選び，記号を○で囲みなさい。 
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【Ｇさんが太陽の高度と昼間の長さについて調べたこと】 

・春分の日，夏至の日，冬至の日の１日の太陽の高度の

変化を表すと，図Ⅱのグラフのようになる。秋分の日

は，春分の日と同じようなグラフになる。 

・図Ⅱのように，  太陽の南中高度によって昼間の長さ

（日の出から日の入りまでの時間）が変化する。 

・太陽の南中高度や昼間の長さの変化は，気温に影響を

与えている。 

図Ⅱ 

 

問４ 下線部  について，仮に地軸の傾きの角度が１°小さくなって 22.4°になった場合，夏至の日と冬至の

日の昼間の長さは，現在と比較してどのように変わると考えられるか。次のア～エから最も適しているもの

を一つ選び，記号を○で囲みなさい。ただし，地軸の傾きの角度のほかは，現在と変わらないものとする。 

ア 夏至の日も冬至の日も，昼間の長さが短くなる。 

イ 夏至の日も冬至の日も，昼間の長さが長くなる。 

ウ 夏至の日は昼間の長さが長くなり，冬至の日は昼間の長さが短くなる。 

エ 夏至の日は昼間の長さが短くなり，冬至の日は昼間の長さが長くなる。 

【実験】Ｇさんは，材質と厚さが同じで，片面のみが黒く，その黒い

面の面積が 150cm2である板を４枚用意し，ａ，ｂ，ｃ，ｄとした。

Ｇさんは自宅近くの公園で，図Ⅲのように，太陽光が当たる水平

な机の上で，ａ～ｄを水平面からの角度を変えて南向きに設置し

た。板を設置したときに，黒い面の表面温度を測定したところ，

どの板も表面温度が等しかった。板を設置してから 120  

図Ⅲ 

 

 秒後，ａ～ｄの黒い面の表面温度を測定した。  当初，Ｇさんは，実験を春分の日の正午ごろに行う予定

であったが，その日は雲が広がっていたため，翌日のよく晴れた正午ごろに行った。 

問５ 下線部  について，図Ⅳは，Ｇさんが当初実験を行う予定であ

った春分の日の正午ごろの天気図である。 

① この日は，低気圧にともなう前線の影響で，広い範囲で雲が広が

った。図Ⅳ中のＦで示された南西方向にのびる前線は，何と呼ばれ

る前線か，書きなさい。 

図Ⅳ 

 

② 次のア～エのうち，この日の翌日に，大阪をはじめとした近畿地方の広い範囲でよく晴れた理由として考

えられるものはどれか。最も適しているものを一つ選び，記号を○で囲みなさい。 

ア 近畿地方が，低気圧にともなう２本の前線に挟まれたため。 

イ 低気圧が近畿地方で停滞し，低気圧の勢力がおとろえたため。 

ウ 発達した
お

小
がさ

笠
わら

原気団が低気圧を北へ押し上げて，近畿地方を覆ったため。 

エ 移動性高気圧が東へ移動し，近畿地方を覆ったため。 
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【Ｇさんが太陽光が当たる角度と太陽光から受け取るエネルギーについて調べたこと】 

同じ時間で比較すると，太陽光に対して垂直に近い角度で設置された板ほど，単位面積あたりに太陽

光から受け取るエネルギーは大きい。 

【実験の結果と考察】 

・板を設置してから120秒後，板ａ～ｄのうち，黒い面の表面温度が最も高かった板は     であった。 

・板を設置してからの 120 秒間で，単位面積あたりに太陽光から受け取ったエネルギーが大きい板の方

が，黒い面の表面温度はより上昇することが分かった。 

問６ 図Ⅲ中のａ～ｄのうち，上の文中の     に入ると考えられるものとして最も適しているものはどれか。

一つ選び，記号を○で囲みなさい。 

問７ 実験において，板を設置してからの 120秒間で，ａの黒い面が太陽光から受け取ったエネルギーが，単位

面積（１cm2）あたり 11Ｊであったとすると，ａの黒い面の全体（150cm2）が１秒間あたりに太陽光から受け

取ったエネルギーは何Ｊか，求めなさい。答えは，小数第１位を四捨五入して整数で書くこと。 

 

問１ Ａ   Ｂ   Ｃ   Ｄ 

問２   運動 

問３ ア   イ   ウ   エ 

問４ ア   イ   ウ   エ 

問５ 

①   前線 

② ア   イ   ウ   エ 

問６ ａ   ｂ   ｃ   ｄ 

問７   Ｊ 
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問１ Ａ   Ｂ   Ｃ   ○Ｄ  

問２ 年周 運動 

問３ ア   ○イ    ウ   エ 

問４ ア   イ   ウ   ○エ  

問５ 

① 寒冷 前線 

② ア   イ   ウ   ○エ  

問６ ａ   ○ｂ    ｃ   ｄ 

問７ 14 Ｊ 

 

問１ 地球の地軸は公転面に垂直な方向に対して約 23.4°傾いているため，季節のちがいができる。北半球では，

夏は北極側が太陽の方向に傾いていることから，図ⅠのＡは夏至の日となり，順にＢは秋分の日，Ｃは冬至の

日，Ｄは春分の日となる。 

問３ 冬至の日の太陽の南中高度＝90°－緯度－地軸の傾きの角度であるから，地球の地軸が公転面に垂直な方向

に対して 23.4°傾いているとすると，北緯 34.5°の地点での冬至の日の南中高度は， 

90－34.5－23.4＝32.1°であることが分かる。 

問４ 図Ⅱから，太陽の高度が低くなると昼間の長さが短くなることが分かる。地軸の傾きの角度が小さくなると，

夏至の日の太陽の南中高度＝90°－緯度＋地軸の傾きの角度であるから夏至の日の南中高度は低くなり，冬至

の日の太陽の南中高度＝90°－緯度−地軸の傾きの角度であるから冬至の日の南中高度は高くなる。よって，

夏至の日は昼間の長さは短くなり，冬至の日は昼間の長さが長くなると考えることができる。 

問５ ② 低気圧の中心部は上昇気流となっており，雲ができやすく，くもりや雨になることが多い。また，高気圧

の中心付近では下降気流となり，雲ができにくく晴れることが多い。日本付近では，上空をふく偏西風によっ

て天気は西から東へと変わっていくことが多く，図Ⅳの翌日には，大陸付近に見られる移動性高気圧が近畿地

方の近くに移動してくるためよく晴れたと考えられる。 

問６ 春分の日の太陽の南中高度＝90°－緯度であるから，実験を行った日の南中高度はおよそ 55°である。同じ

時間で比較したとき，太陽光に対して垂直に近い角度で設置された板ほど，単位面積あたりに太陽光から受け

取るエネルギーが大きくなることから，より太陽光に対して垂直に近い角度となるｂの板で太陽光から受け取

るエネルギーが最も大きく，表面温度も最も高くなったと考えられる。 

問７ 実験で，板を設置してからの 120 秒間でａの黒い面が太陽光から受け取ったエネルギーが１cm２あたり 11Ｊ

であるから，黒い面全体で受け取ったエネルギーは，11Ｊ×150＝1650Ｊである。したがって，1秒あたりに太

陽光から受け取ったエネルギーは 1650Ｊ÷120＝13.75Ｊとなる。 
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【過去問 25】 

次の文は，和夫さんが「空のようす」について調べ，まとめたものの一部である。下の問１～問７に答えなさい。 

（和歌山県 2023 年度） 

2022 年（令和４年）６月 24 日の午前４時頃に空を見ると，①太陽はまだのぼっておらず，細く光る

②月と，その近くにいくつかの明るい星が見えました。 

 図１は，インターネットで調べた，この時刻の日本の空を模式的に表したものです。このとき，地球

を除く太陽系のすべての③惑星と月が空に並んでいました。この日の太陽と地球，④金星の位置関係を

さらに詳しく調べると，図２のようになっていたことがわかりました。 

 惑星という名称は「星座の中を惑う星」が由来であり，毎日同じ時刻，同じ場所で惑星を観測すると，

惑星は複雑に動いて見えます。それは，公転周期がそれぞれ異なることで，⑤惑星と地球の位置関係が

日々変化しているからです。 

図１ 午前４時頃の日本の空の模式図 

 
 （2022年６月24日） 

図２ 太陽と地球，金星の位置関係 

 
 （2022年６月 24日） 

問１ 下線部①について，太陽のように，自ら光や熱を出してかがやいている天体を何というか，書きなさい。 

問２ 下線部②について，次の文は，月食について説明したものである。 Ｘ  にあてはまる適切な内容を書

きなさい。ただし，「影」という語を用いること。 

月食は，月が   Ｘ   現象である。 

問３ 下線部②について，図１の時刻のあと観測を続けると，月はどの向きに動くか。動く向きを で表したと

き，最も適切なものを，次のア～エの中から１つ選んで，その記号を書きなさい。 
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問４ 下線部③について，太陽系の惑星のうち，地球からは明け方か夕方に近い時間帯にしか観測できないもの

をすべて書きなさい。 

問５ 下線部③について，次の文は，太陽系の惑星を比べたときに，地球に見られる特徴を述べたものであ

る。 Ｙ  にあてはまる適切な内容を書きなさい。 

地球は，酸素を含む大気におおわれていることや，適度な表面温度によって表面に   Ｙ   があるこ

となど，生命が存在できる条件が備わっている。また，活発な地殻変動や火山活動によって，地表は変化し

続けている。 

問６ 下線部④について，図２の位置関係のときに地球から見える金星の形を表した図として最も適切なもの

を，次のア～オの中から１つ選んで，その記号を書きなさい。ただし，黒く示した部分は太陽の光があたっ

ていない部分を表している。 

ア  イ  ウ  エ  オ  

問７ 下線部⑤について，地球から見える惑星が図１のように並んでいることから，図２に火星の位置をかき加

えるとどのようになるか。最も適切なものを，次のア～エの中から１つ選んで，その記号を書きなさい。 

ア  イ  

ウ  エ  
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問１  

問２  

問３  

問４  

問５  

問６  

問７  

 

問１ 恒星 

問２ 地球の影に入る 

問３ エ 

問４ 水星，金星 

問５ 液体の水 

問６ エ 

問７ イ 

 

問１ 自ら光や熱を出してかがやいている太陽のような天体を恒星，恒星の周りを公転している地球のような天体

を惑星，惑星の周りを公転している月のような天体を衛星という。 

問２ 月食は，月が地球の影に入ることで起きる現象なので，月食が起きるときの位置関係は，月－地球－太陽の

順に一直線になっている。 

問３ 月は東からのぼり，南の空を通って，西に沈む。 

問４ 地球より内側を公転している水星や金星は，常に地球から見て太陽側

にあるので，明け方か夕方にしか観測できない。 

問５ 表面温度が低すぎると水は固体になり，表面温度が高すぎると水は気

体になってしまう。 

問６ 図２の位置関係のとき，太陽からの光が当たっている金星の部分は，

右の図のようになる。この部分が地球からはかがやいて見えるので，エ

のように右側が少しだけ欠けた形になる。 

問７ 図１では火星は金星より南寄りである南東に見えている。火星が明け

方にこのように見えるのはイのときである。アの位置の火星は明け方に

見ることはできない。ウの位置の火星は金星より東寄りに見える。エの

位置の火星は，明け方には金星とは反対側の西の地平線付近にある。 
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【過去問 26】 

次の問１，問２に答えなさい。 

（島根県 2023 年度） 

問１ リカさんは，星の１日の動きを調べる目的で，丸底フラスコを用いた実験を行った。また，丸底フラスコ

を天球のモデルとして使うために注意したことを【実験上の注意】としてまとめた。これについて，下の１

～５に答えなさい。 
 

実験 
 

  

操作１ 図１のように，丸底フラスコを支持環の上

に置いた。 

操作２ 丸底フラスコに，星のモデルとなる丸いシ

ールをはった。 

操作３ 丸底フラスコの口の部分を回してシール

の動きを観察し，記録した。 

図１ 

 

  【実験上の注意】 

① 丸底フラスコに着色した水を半分まで入れ，水面が北緯 35 度の地平面に見立てたものにな

るようにした。また，水面の中心に観測者がいるものとした。 

② 丸底フラスコの口の部分が，水平面に対して垂直な線Ｐから約 55 度傾けるようにして，丸

底フラスコを支持環の上に置いた。このとき，丸底フラスコの口の中心部分と丸底フラスコの

中心を結んだ直線を線Ｑとした。 

③ 線Ｑを軸に，矢印の向きに丸底フラスコの口の部分を回した。 

 

 

１ 天球上で，観測者の真上の点を何というか，その名称を答えなさい。 

２ 下線部の操作は，実際には地球のある運動によって起こる，見かけの動きを再現した操作である。この地

球の運動は何か，その名称を答えなさい。 

３ 図１のＡ付近の記録として最も適当なものを，次のア～エから一つ選び，記号で答えなさい。 

ア イ ウ エ 
    

４ 丸底フラスコの口の部分を回しても，ほとんど動かないシールＸがあった。このシールＸにあたる星は，

実際の天球上で北極星とよばれている。北極星が天球上でほとんど動かない理由を簡単に答えなさい。 



13 地球と宇宙(中３) 天体の運動・季節の変化・惑星ほか 2023 年度 

81 

５ 観測者が赤道上（緯度０度）にいるときの星の動きを調べるためには，丸底フラスコの線Ｑを線Ｐに対し

て何度の角度で支持環の上に置けばよいか，その角度を答えなさい。 

問２ リカさんは，ある年の２月３日 20 時 00 分にオリオン座にある星のリゲルが真南に位置していることを

観察した。図２は，このときの記録用紙の一部である。リカさんは，この記録をもとに星の動きについて仮

説を設定した。これについて，下の１～４に答えなさい。 

図２ 
 

記録用紙の一部 
 

  

【観察日時 ２月３日 20時 00分】 

 

 

仮説  同じ場所から観察すると，リゲルは真南の空に見えてから 45日後に南西に位置する。 

１ 同じ時刻に見える星の位置は日々動き，季節によって見える星座が変わる。このような星の１年間の見か

けの動きを何というか，その名称を答えなさい。 

２ リカさんが設定した仮説には，「足りない条件」がある。その条件として最も適当なものを，次のア～

エから一つ選び，記号で答えなさい。 

ア 星の高度 イ 観察日の気温 ウ 観察する時刻 エ 星が移動する速さ 

３ リカさんは，仮説にある「45日」という期間を設定した理由を，次の２つの事実から説明している。理由

の  Ｘ  ， Ｙ  にあてはまる最も適当な整数値を答えなさい。 
 

理由 
 

  

① 地球は 12 か月かけて太陽のまわりをまわっている。このことによって，星は１日に約  Ｘ  度ず

つ西に移動して見える。 

② 真南と南西がつくる角度は， Ｙ  度である。 

４ リカさんの仮説が正しい場合，45日後にリゲルが真南に位置するのは何時頃か，その時刻を答えなさい。 
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問１ 

１  

２  

３  

４  

５   度 

問２ 

１  

２  

３ Ｘ  Ｙ  

４   時頃 

 

問１ 

１ 天頂 

２ 自転 

３ イ 

４ 

例 

地軸を北極側に延長して天球と交わるところあたりにある星

だから。 

５ 90 度 

問２ 

１ 年周運動 

２ ウ 

３ Ｘ １ Ｙ 45 

４ 17 時頃 

 

問１ ３ 線Ｑは地平面から 35 度の傾きがある。北緯 35 度の地点では，北極星は 35 度の高度に見られるため，観

測者から線Ｑの向きに空を観測すると北の空を観測することになる。北の空の星は，北極星を中心に反時計回

りに動いて見える。 

５ 丸底フラスコの線Ｑと水平面がなす角の大きさを，赤道上と同じ緯度にすればよいから，線Ｐに対して 90

度傾ければよい。 

問２ ２ 空に見える星は，地球が自転しているために観察する時刻によって位置が変わって見える。 

３ 地球は 12か月かけて太陽のまわりを一周する。よって，地球は 360°をおよそ 365日で移動するから，地

球の位置は１日に約 360÷365≒１度ずつ西から東の向きに移動していく。よって，地球から見える星は，
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１日に約１度ずつ西に移動して見える。また，また真南と南西がつくる角度は 45 度であるから，同じ時刻

に観察した星が 45°移動するには 45日かかると考えられる。 

４ ２月３日の 20時 00分から 45日後の同じ時刻に，リゲルは南西に見える。また，地球の自転により，星は

１時間におよそ 360÷24＝15度ずつ東から西へ移動して見えるから，20時 00分に南西に見える星が真南に

見えるのは，45度÷15度＝３時間より，20時 00分の３時間前の 17時頃であると考えられる。 
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【過去問 27】 

Ｓさんは，2022年６月に，日本のある地点で惑星を観察した。下の問１～問３に答えなさい。 

（山口県 2023 年度） 

［観察］ 

① 見晴らしのよい場所で，方位磁針を使って東西南北を確認した。 

② 観察する方位を定め，水星，金星，天王星，火星，木星，土星を

観察し，それらの位置を地上の景色とともにスケッチをした。 

③ 海王星については，天体シミュレーションソフトを用いて位置

を確認し，図１のようにスケッチにかき入れた。 

図１ 

 

問１ 惑星が自ら光を出していないのに光って見える理由を述べなさい。 

問２ 観察した惑星が，ほぼ一直線に並んでいると気づいたＳさんは，

図２のように図１のスケッチに直線をかき入れた。次の文が，惑星

がほぼ一直線に並んで見える理由を説明したものとなるように， 

あ に入る適切な語句を，下の１～４から１つ選び，記号で答えな

さい。 

図２ 

 

水星，金星，天王星，火星，木星，海王星，土星，地球のそれぞれの あ がほぼ同じだから。 

１ 自転する速さ ２ 自転軸の向き ３ 公転周期 ４ 公転する面 

問３ 図１について，次のア，イに答えなさい。 

ア 惑星が図１のように観察された時刻として，最も適切なものを，次の１～４から選び，記号で答えなさい。 

１ 午前０時 ２ 午前５時 ３ 午後７時 ４ 午後 10時 

イ 地球の北極側から見たとき，この日の惑星の配置を表した模式図として，最も適切なものを，次の１～４

から選び，記号で答えなさい。 

 ただし， は太陽の位置， は太陽系の８つの惑星のうち，木星型惑星の位置を示しており， を通る

円はそれぞれの惑星の公転軌道を示している。 

１ ２ ３ ４ 
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問１  

問２  

問３ 

ア   

イ   

 

問１ 恒星からの光を反射しているから。 

問２ ４ 

問３ 

ア ２ 

イ ３ 

 

問３ ア 図１で金星が東の方角に見えることから考える。金星は，明け方の東の空に見える場合（明けの明
みょう

星
じょう

）

と，夕方の西の空に見える場合（宵
よい

の明星）とがあり，見える時間帯と方角が決まっている。図１では金星が

東に見えることから，観察された時刻は明け方であることがわかる。したがって，選択肢の中では午前５時が

最も適切である。 

イ 太陽系の惑星の分類 

太陽系の惑星は，密度や大きさなどで２種類に分類される。 

・地球型惑星…小型で密度が大きく，主に岩石からできている。（水星・金星・地球・火星） 

・木星型惑星…大型で密度が小さく，主に気体でできている。（木星・土星・天王星・海王星）  
木星型惑星は，軌道が太陽に近いものから順に，木星，土星，天王星，海

王星の４つである。図２でこの４つの惑星の位置関係を調べると，左から天

王星，木星，海王星，土星の順に並んでおり，木星と海王星は比較的接近し

ている。地球から見たときにこのような位置関係に見えるものは３で，この

とき地球からは右の図の矢印の方向にそれぞれの惑星が見える（地球の軌道

は木星の軌道よりも内側で，木星の軌道に比べて太陽に非常に近い位置にあ

る）。 
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【過去問 28】 

徳島県のある中学校で，太陽の動きについて調べた。問１～問５に答えなさい。 

（徳島県 2023 年度） 

 観 測  

① 図１のように，画用紙に透明半球のふちと同

じ大きさの円をかき，その中心に 印をつけた。

次に，透明半球を，かいた円に合わせて固定し

て水平な場所に置き，方位を画用紙に記入した。 

② ３月21日，６月21日，９月23日，11月22日，

12月22日に，それぞれ午前８時から午後３時 

図１ 

 

 までおよそ１時間ごとに，太陽の位置を，透明半球の球面にペンで・印をつけて記録した。 印は，ペン

の先の影が，画用紙にかいた円の中心にくる位置につけた。なお，９月 23日の記録は，３月 21日のもの

とほぼ同じであった。 

③ 記録した 印を，なめらかな曲線で結び，それを透明半球のふちまでのばした。 

問１ 地球の自転による太陽の見かけの動きを，太陽の何というか，書きなさい。 

問２ 次の文は， 観 測  の透明半球の記録からわかる地球の動きについて述べたものである。正しい文になる

ように，文中のⓐ・ⓑについて，ア・イのいずれかをそれぞれ選びなさい。 

透明半球上の太陽の１日の動きから，地球がⓐ［ア 東から西へ  イ 西から東へ］自転していること

がわかる。また，それぞれの日で，１時間ごとに記録した 印の間隔がすべて同じであることから，１時間

ごとの太陽の動く距離は一定であり，地球が１時間あたりⓑ［ア 約 15°  イ 約 30°］という一定の割

合で自転していることがわかる。 

問３  観 測  の３月 21日の記録を，図１のＡ～Ｄから１つ選びなさい。 

問４ 図２は，日本付近の，太陽の光が当たっている

地域と当たっていない地域を表したものであり，

地点Ｘは  観 測  を行った中学校の位置を示して

いる。地点Ｘの日時として，最も適切なものをア～

エから選びなさい。 

ア ６月 21日午前５時 

イ ６月 21日午後７時 

ウ 12月 22日午前７時 

エ 12月 22日午後５時 

図２ 
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問５  観 測  を行った中学校の屋上で，実験用の太陽光発電パネルを設置して，発電により得られる電力に

ついて調べることにした。使用するパネルは，太陽の光が当たる角度が垂直に近いほど得られる電力が大き

いものである。夏至にパネルを真南に向けて設置するとき，得られる電力を最も大きくするには，パネルと

水平な床面との角度を何度にすればよいか，求めなさい。ただし，パネルを設置する地点は北緯 34°であ

り，地球の地軸は，公転面に垂直な方向に対して 23.4°傾いているものとする。 

 

問１  

問２ ⓐ  ⓑ  

問３  

問４  

問５   度 

 

問１ 日周運動 

問２ ⓐ イ ⓑ ア 

問３ Ｃ 

問４ エ 

問５ 10.6 度 

 

問１，２ 地球が１日（24時間）に１回（360°）自転しているため，地球上から見た太陽は，天球上を１日に１

周しているように見える（太陽の日周運動）。よって，地球は１時間で，360°÷24＝15°自転しており，地

球上から見た太陽も，１時間に 15°ずつ動いているように見える。 

問３ 南中高度は冬至に最も低くなり，夏至に最も高くなるので，Ａは 12 月 22 日，Ｄは６月 21 日の記録。春分

と秋分には太陽が真東からのぼり，南の空を通って真西に沈むので，Ｃは３月 21 日と９月 23 日の記録。南

中高度が春分や秋分よりは低く，冬至よりは高いＢは 11月 22日の記録である。 

問４ 地球は西から東の向きに自転しているの

で，図２のＸは太陽の光がこれから当たら

なくなっていく夕方である。また，地球へ

の太陽の光の当たり方は，夏至と冬至では

それぞれ右の図のようになる。よって，図

２のように太陽の光が当たっている地域と

当たっていない地域の境界が北西から南東

にのびるのは，冬至である。 
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問５ 夏至の日の北緯 34°での南中高度は， 

90－（34－23.4）＝79.4°なので， 

パネルに光を垂直に当てるには， 

90－79.4＝10.6°傾ければよい。 
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【過去問 29】 

次の問１，問２に答えなさい。 

（香川県 2023 年度） 

問１ 太郎さんは，日本のある地点Ｘで，７月上旬のある日，太陽の動きを観察した。これに関して，次の(1)，

(2)の問いに答えよ。 

(1) 太郎さんは，下の図Ⅰのように，９時から15時まで，１時間ごとの太陽の位置を，透明半球上にフェル

トペンで記録した。このとき，フェルトペンの先のかげが透明半球の中心である図Ⅰ中の点Ｏの位置にくる

ように記録した。その後，記録した点をなめらかな線で結び，透明半球上に太陽の動いた道筋をかいた。下

の図Ⅱは，この観察結果を記録した透明半球を，真上から見たものであり，図Ⅱ中の点Ｏは，透明半球の中

心である。図Ⅱ中の点Ｐ，点Ｑは，太陽の動いた道筋を延長した線と透明半球のふちとが交わる点であり，

点Ｐは日の出の位置を，点Ｑは日の入りの位置を表している。下の表Ⅰは，図Ⅱ中の点Ｐから点Ｑまで透明

半球上にかいた太陽の動いた道筋に紙テープを重ねて，点Ｐと１時間ごとの太陽の位置と点Ｑを紙テープに

写しとり，点Ｐから各時刻の点までの長さと点Ｐから点Ｑまでの長さをそれぞれはかった結果をまとめたも

のである。これに関して，あとのａ～ｅの問いに答えよ。 

図Ⅰ  図Ⅱ  

表Ⅰ 

点の位置 点Ｐ ９時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 点Ｑ 

点Ｐから各点 

までの長さ

〔cm〕 

０ 10.4 13.0 15.6 18.2 20.8 23.4 26.0 37.2 

ａ 天体の位置や動きを示すために，空を球状に表したものを天球という。太陽の動きを観察するために用

いた透明半球は，天球を表している。図Ⅰ，図Ⅱ中の透明半球の中心である点Ｏは，何の位置を表してい

るか。簡単に書け。 

ｂ 次の文は，透明半球上に記録された太陽の動きをもとに，地上から見た太陽の１日の動きについて述べ

ようとしたものである。文中の〔    〕内にあてはまる言葉を，㋐，㋑から一つ選んで，その記号を

書け。また，文中の      内にあてはまる最も適当な言葉を書け。 

図Ⅱの記録から，地上から見た太陽は透明半球上を東から西へ移動していることがわかる。これは，

地球が地軸を中心にして〔㋐ 東から西 ㋑ 西から東〕へ自転しているために起こる見かけの動き

で，太陽の      と呼ばれる。 
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ｃ 表Ⅰの結果から，太郎さんが観察した日の，地点Ｘにおける日の入りの時刻は，いつごろであると考え

られるか。次のア～エから最も適当なものを一つ選んで，その記号を書け。 

ア 18時 40分ごろ イ 19時 00分ごろ 

ウ 19時 20分ごろ エ 19時 40分ごろ 

ｄ 太郎さんは，地点Ｘとは異なる地点において，この日の太陽の動きについて調べることにした。下の表

Ⅱは，日本の同じ緯度にある地点Ｙと地点Ｚでの，この日における日の出の時刻と日の入りの時刻を示し

たものである。次の文は，地点Ｙと地点Ｚにおけるこの日の太陽の南中時刻と南中高 

 度について述べようとしたものである。文中の

２つの〔    〕内にあてはまる言葉を，㋐，

㋑から一つ，㋒～㋔から一つ，それぞれ選んで，

その記号を書け。 

表Ⅱ 

地点 日の出の時刻 日の入りの時刻 

Ｙ ４時 34分 18時 59分 

Ｚ ５時 01分 19時 26分 
   

この日の太陽の南中時刻は，地点Ｙの方が地点Ｚよりも〔㋐ 早い  ㋑ 遅い〕。また，この日の

地点Ｙの太陽の南中高度は，〔㋒ 地点Ｚより高く  ㋓ 地点Ｚと同じに  ㋔ 地点Ｚより低く〕

なる。 

ｅ 北半球では，太陽の南中高度は，夏至の日は高く，冬至の日は低くなる。地点Ｘにおける太陽の南中高

度が，太郎さんが観察した７月上旬のある日の太陽の南中高度と再び同じ高度になるのはいつごろか。次

のア～エのうち，最も適当なものを一つ選んで，その記号を書け。 

ア この日から約２か月後 イ この日から約５か月後 

ウ この日から約８か月後 エ この日から約 11か月後 

(2) 地球は公転面に垂直な方向に対して地軸を約 23.4°傾けたまま公転しているため，季節によって太陽の

南中高度や昼の長さに違いが生じる。夏は太陽の南中高度が高くなることで，太陽の光が当たる角度が地表

に対して垂直に近づくとともに，太陽の光が当たる昼の長さが長くなるため，気温が高くなる。太陽の光が

当たる角度が地表に対して垂直に近づくと，気温が高くなるのはなぜか。 面積 の言葉を用いて簡単に書

け。 

問２ 次の(1)，(2)の問いに答えよ。 

(1) 大気（空気）に関して，次のａ～ｃの問いに答えよ。 

ａ 気圧について調べるために，空き缶に水を少し入れて加熱し，沸騰させたあと加熱をやめて，ラップ

シートで空き缶全体を上からくるみ，空き缶のようすを観察した。しばらくすると，空き缶がつぶれた。

次の文は，空き缶がつぶれた理由について述べようとしたものである。文中の２つの〔    〕内にあ

てはまる言葉を，㋐，㋑から一つ，㋒，㋓から一つ，それぞれ選んで，その記号を書け。 

空き缶の加熱をやめたあと，ラップシートで全体を上からくるんだ空き缶の中では，しばらくする

と，水蒸気が液体の水に状態変化した。そのため，空き缶の中の気体の量が〔㋐ 増え ㋑ 減り〕，

空き缶の中の気体の圧力が，空き缶の外の気圧よりも〔㋒ 大きく ㋓ 小さく〕なったことで，空き

缶がつぶれた。 
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ｂ 空気は，海上や大陸上に長くとどまると，気温や湿度が広い範囲でほぼ一様なかたまりになる。たとえ

ば，日本付近では，夏に南の海上でとどまると，あたたかく湿った性質をもち，冬に北の大陸上でとどま

ると，冷たく乾いた性質をもつようになる。このような，性質が一様で大規模な空気のかたまりは，一般

に何と呼ばれるか。その名称を書け。 

ｃ 地球の各緯度帯では，年間を通じて大規模で規則的な風が吹き，地球規模での大気の動きが見られる。

北半球における極付近および赤道付近の地表近くで吹く風の向きを模式的に表すとどうなるか。次の㋐

～㋓のうち，最も適当なものを一つ選んで，その記号を書け。 

㋐ ㋑ ㋒ ㋓ 
    

(2) 台風に関して，次のａ～ｃの問いに答えよ。 

ａ 次の文は，台風の発生と進路について述べようとしたものである。文中の２つの〔    〕内にあて

はまる言葉を，㋐，㋑から一つ，㋒，㋓から一つ，それぞれ選んで，その記号を書け。 

日本の南のあたたかい海上で発生した〔㋐ 温帯低気圧 ㋑ 熱帯低気圧〕のうち，最大風速が約

17ｍ/ｓ以上に発達したものを台風という。日本付近に近づく台風は，太平洋高気圧の〔㋒ ふちに

沿って ㋓ 中心付近を通って〕進むため，夏から秋にかけて太平洋高気圧が弱まると，北上すること

が多くなる。北上した台風は，偏西風の影響を受け，東よりに進路を変える傾向がある。 

ｂ 北半球の低気圧の中心付近では，周辺から低気圧の中心に向かって，反時計回りにうずをえがくように

風が吹き込む。次の図は，ある年の９月に発生したある台風の進路を模式的に表したものである。図中の

は，９月 29日９時から９月 30日６時までの，３時間ごとのこの台風の中心の位置を表している。次の

表は，日本のある地点において，９月 29日９時から９月 30日６時までの気圧と風向を観測したデータを

まとめたものである。図中に で示したア～エのうち，この観測をおこなった地点だと考えられるのはど

こか。最も適当なものを一つ選んで，その記号を書け。 

図 表 

 

日時 
気圧 

〔hPa〕 
風向 

９月

29日 

９時 1009.6 東北東 

12時 1005.6 東北東 

15時 1001.1 北東 

18時 997.5 北 

21時 1002.4 西 

９月

30日 

０時 1007.3 西 

３時 1009.8 西北西 

６時 1013.0 西 
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ｃ 台風の中心付近では，あたたかく湿った空気が集まり，強い上昇気流が生じる。次のア～エのうち，強

い上昇気流により発達し，短い時間に強い雨を降らせることが多い雲はどれか。最も適当なものを一つ選

んで，その記号を書け。 

ア 高積雲 イ 積乱雲 ウ 高層雲 エ 乱層雲 

 

問１ 

(1) 

ａ   の位置 

ｂ 

記号   

言葉   

ｃ   

ｄ と 

ｅ  

(2) 

 ため。 

問２ 

 ａ と 

(1) ｂ  

 ｃ  

 ａ と 

(2) ｂ   

 ｃ   



13 地球と宇宙(中３) 天体の運動・季節の変化・惑星ほか 2023 年度 

93 

 

問１ 

(1) 

ａ 例  観測者 の位置 

ｂ 

記号 ㋑ 

言葉 日周運動 

ｃ ウ 

ｄ ㋐ と ㋓ 

ｅ エ 

(2) 

例 

単位面積あたりに地面が得るエネルギーが多くなるため。 

例 

同じ面積に当たる光の量が多くなるため。 

などから一つ 

問２ 

 ａ ㋑ と ㋓ 

(1) ｂ 気団 

 ｃ ㋒ 

 ａ ㋑ と ㋒ 

(2) ｂ ア 

 ｃ イ 

 

問１ (1) ｂ 西から東へ自転している地球上から太陽を観察すると，太陽は東から西へ移動しているように見える。 

ｃ 表Ⅰより，９時の点は点Ｐからの長さが 10.4cm，10 時の点は点Ｐからの長さが 13.0cm なので，地点Ｘで

は１時間に天球上を太陽が移動した距離は，13.0－10.4＝2.6cmとなる。日の入りを表す点Ｑは，点Ｐからの

長さが 37.2cm，15時を表す点は点Ｐからの長さが 26.0cmであるから，15時の点から点Ｑまでの長さは，37.2

－26.0＝11.2cmである。11.2÷2.6＝4.30…より，15時の点から点Ｑまでを太陽が移動する時間は，およそ 4.3

時間である。よって，日の入りの時刻は 15時のおよそ 4.3時間後である。0.3時間＝18分なので，15時の 4.3

時間後は 19時 20分ごろである。 

ｄ 日の出の時刻，日の入りの時刻はともにＹの方がＺよりも早いため，南中時刻もＹの方がＺより早いと考

えられる。緯度が同じであれば，南中高度は同じである。 

ｅ 南中高度は６月下旬の夏至の日に最も高くなり，７月上旬にはそれよりやや低くなっている。それから冬

至の日まで低くなり続け，冬至の日が過ぎると高くなってくる。そして翌年の夏至の日より少し前に，観察日

と同じ高さになるので，約 11か月後である。 

(2) 太陽の光が当たる角度が地表に対して垂直に近いほど，決まった面積（単位面積）あたりに地面が光から

得るエネルギーは多くなる。これによって地面の温度が高くなると，気温も高くなっていく。 
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問２ (1) ｃ 日本列島が位置する北半球の中緯度では，西から東へ向か

う偏西風が吹いているが，北半球の極付近と赤道付近では，それと

は逆向きの風が吹いている。 

(2) ｂ 台風には，上から見て反時計回りの向きに風が吹き込んで

いる。よって，台風の進行方向と，台風の付近での風向の関係は

右の図のようになる。表より，観測地点の風向は 15時に北東，

18時に北，21時以降は西になっていることがわかるので，時間

ごとの台風と各地点の位置関係から考えて，アがあてはまる。 
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【過去問 30】 

地震と天体に関する次の問１・問２に答えなさい。 

（愛媛県 2023 年度） 

問１ 図１は，ある地域で起こった地震Ｊについて，ゆ

れを観測した地点Ａ～Ｄにおける，初期微動の始ま

りの時刻と初期微動継続時間との関係を表したもの

である。ただし，地震Ｊで発生したＰ波，Ｓ波の伝わ

る速さはそれぞれ一定で，場所によって変わらない

ものとする。 

図１ 

 

(1) 次の文は，気象庁が発表した，地震Ｊの情報をまとめたものである。 

９時 43 分頃，地震がありました。この地震の  Ｘ   の深さは

約 10km，地震の規模を示す  Ｙ  は 7.2と推定されます。この地

震による  Ｚ  の心配はありません。 

表１ 

 Ｘ Ｙ 

ア 震源 マグニチュード 

イ 震源 震度 

ウ 震央 マグニチュード 

エ 震央 震度 

① 表１のア～エのうち，Ｘ，Ｙに当てはまる言葉の組み合わせとして，適当なものを１つ選び，その記号

を書け。 

② Ｚは，地震による海底の地形の急激な変化にともない，海水が持ち上げられることで発生する波であ

る。Ｚに当てはまる最も適当な言葉を書け。 

(2) 図２は，地点Ａ～Ｄのいずれかにおいて，地震Ｊのゆれを地震計

で記録したもののうち，初期微動が始まってからの 30秒間の記録

を示したものである。地点Ａ～Ｄのうち，図２に示すゆれが記録さ

れた地点として，最も適当なものを１つ選び，Ａ～Ｄの記号で書

け。 

(3) 図１をもとに，地震Ｊの発生時刻を書け。 

図２ 

 

(4) 地震Ｊでは，緊急地震速報が９時 43分 55秒に発表された。地点Ｂで，地震Ｊの主要動が観測され始めた

のは，緊急地震速報が発表されてから何秒後か。次のア～エのうち，最も適当なものを１つ選び，その記号

を書け。 

ア １秒後 イ ８秒後 ウ ９秒後 エ 11秒後 
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問２ 図３は，地球と太陽の位置関係を模式的に表したものであり，

Ｅ，Ｆ，Ｇ，Ｈは，春分，夏至，秋分，冬至いずれかの地球の位置

を示している。また，図４は，地球が図３のＨの位置にある日の，

四国のある地点Ｏにおける太陽の通り道を天球上に模式的に表し

たものであり，ａ，ｂ，ｃ，ｄは，地点Ｏから見た，東，西，南，

北いずれかの方位を示している。 

図３ 

 

(1) 図４のａ～ｄのうち，地点Ｏから見た西として，適当なものを１

つ選び，その記号を書け。 

(2) 次のア～エのうち，下線部の日から１か月後の，地点Ｏにおける

太陽の通り道を示しているものとして，最も適当なものを１つ選

び，その記号を書け。 

図４ 

 

ア イ ウ エ 

     

(3) 南極や北極のような緯度の高い地域では，太陽が１日中沈むことなく地平線の近くを移動する，白夜とい

う現象が起こる。南極点（南緯 90°）で白夜が見られるのは，地球が，図３のどの区間にあるときか。次の

ア～エから，南極点で白夜が見られるときの地球の位置を全て含む区間として，最も適当なものを１つ選び，

ア～エの記号で書け。 

ア Ｅ→Ｆ→Ｇの区間 イ Ｆ→Ｇ→Ｈの区間 ウ Ｇ→Ｈ→Ｅの区間 エ Ｈ→Ｅ→Ｆの区間 

 

問１ 

(1) 

①   

②   

(2)  

(3) ９時（      ）分（      ）秒 

(4)  

問２ 

(1)  

(2)  

(3)  
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(1) 

① ア 

 ② 津波 

問１ (2) Ｃ 

 (3) ９時（  43  ）分（  44  ）秒 

 (4) ウ 

 (1) ｄ 

問２ (2) エ 

 (3) イ 

 

問１ (1) 地震が発生した場所を震源といい，震源の真上の地表の地点を震央という。海底を震源とする地震が起き

ると，大きな津波が発生することがあるので注意が必要となる。地震の規模はマグニチュードで表され，観

測地点での地震のゆれの大きさは震度で表される。 

(2) 初期微動が始まってから主要動が始まるまでの時間が初期微動継続時間である。図２より，この地点の初

期微動継続時間はおよそ 10秒なので，図１ではＣが当てはまる。 

(3) 初期微動を起こすＰ波が到着するまでの時間と，主要動

を起こすＳ波が到着するまでの時間の差が，初期微動継続

時間である。よって，震源からの距離が大きく，初期微動

の始まりの時刻が遅い地点ほど，初期微動継続時間は長く

なる。右の図のようにＡ～Ｄを直線で結んだとき，初期微

動継続時間が０秒となる点が地震の発生時刻となる。これ

を読みとると，９時 43分 44秒である。 

(4) 図１より，Ｂでは初期微動が９時 43分 56秒に始まり，

初期微動継続時間は８秒だったことがわかるから，Ｂで主

要動が始まったのは９時 44分４秒である。 

 

緊急地震速報が発表されたのは９時 43 分 55 秒だから，それからＢで主要動が始まるまでの時間は９秒で

ある。 

問２ (1) 太陽は東から昇り，南の空を通って，西に沈む。よって，ａは南，ｃは北，ｂは東，ｄは西である。 

(2) 図３のＥは夏至，Ｆは秋分，Ｇは冬至，Ｈは春分の地球の位置を表す。Ｈの１か月後は春分と夏至の間な

ので，太陽は真東よりやや北から昇り，南の空の高い位置を通って，真西よりやや北に沈む。 

(3) 図３のＦやＨ，あるいはＧの位置に地球があるときの太陽の光の当たり方は，図のようになる。このとき，

南極点では１日中太陽からの光が届くようになるため，太陽が沈まない白夜となる。 
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【過去問 31】 

次の問１～問４に答えなさい。 

（佐賀県 2023 年度 一般） 

問１ 理科室で水の沸騰を観察するため，ビーカーに水を入れ，

沸騰石を入れた後，ガスバーナーを用いて加熱した。図１は水

が沸騰しているときのようすである。次の(1)，(2)の問いに答

えなさい。 

 

図１ 

 

(1) この観察を行うときの注意点として誤っているものを，次のア～エの中から１つ選び，記号を書きなさい。 

ア 加熱器具が安定するように設置して観察する。 

イ 観察結果をすぐに記録できるように，ガスバーナーの近くに記録用紙をおいて観察する。 

ウ 安全のためにイスは実験台の下にしまい，立って観察する。 

エ ガスバーナーの火を消すときは，空気調整ねじ，ガス調整ねじの順に閉める。 

(2) 図１の泡に最も多く含まれる物質の名称を書きなさい。 

問２ 凸レンズの左側に物体Ａをおき，凸レンズの右側に置いたスクリーンを動かすと，図２の位置のときスク

リーン上にはっきりとした像ができた。下の(1)，(2)の問いに答えなさい。 

図２  

(1) この凸レンズの２つの焦点を作図により求め，点（ ）で示しなさい。ただし，作図の線は消さずに残し

ておくこと。 

(2) 図２の凸レンズを焦点距離の短いものに変えた。このとき，スクリーン上にはっきりとした像ができると

きのスクリーンの位置と，できた像の大きさを説明した文として最も適当なものを，次のア～エの中から１

つ選び，記号を書きなさい。ただし，物体Ａと凸レンズの間の距離は変えないものとする。 

ア スクリーンは図２と比べて凸レンズに近づき，図２のときの像より小さな像ができる。 

イ スクリーンは図２と比べて凸レンズに近づき，図２のときの像より大きな像ができる。 

ウ スクリーンは図２と比べて凸レンズから遠ざかり，図２のときの像より小さな像ができる。 

エ スクリーンは図２と比べて凸レンズから遠ざかり，図２のときの像より大きな像ができる。 
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問３ 図３は，ヒトの体の一部を模式的に表したものである。下の(1)，(2)の問いに答えなさい。 

図３  

(1) タンパク質が体内で分解されるときにできる有害な物質として最も適当なものを，次のア～エの中から

１つ選び，記号を書きなさい。 

ア ブドウ糖 イ アミノ酸 ウ グリコーゲン エ アンモニア 

(2) 次の文の（ ① ），（ ② ）にあてはまる器官として最も適当なものを，図３のＡ～Ｅの中からそれぞ

れ１つずつ選び，記号を書きなさい。 

タンパク質が体内で分解されるときにできる有害な物質は，（ ① ）で無害な尿素につくりかえられ

る。その後，尿素は血液によって（ ② ）に運ばれて，不要な物質として尿中に排出される。 

問４ 表は３つの恒星の半径，表面温度，光の量，等級をまとめたものである。下の(1)，(2)の問いに答えなさい。 

表 

恒星 
半径 

（太陽を１とする） 

表面温度 

〔℃〕 

光の量 

（太陽を１とする） 
等級 

太陽 １ 6000 １ －26.8 

ベガ 2.6 9200 50 0.0 

リゲル 70 12000 55000 0.1 

(1) 数億から数千億個以上の恒星の集団のうち，表の恒星を含む集団を何というか，書きなさい。 

(2) 表から分かるように，ベガとリゲルは，半径と表面温度，光の量はそれぞれ異なるが，等級はほぼ等しい。

この理由を説明した次の文の（   ）にあてはまる内容を書きなさい。 

リゲルはベガに比べると（          ）から。 
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問１ 

(1)  

(2)  

問２ 

(1) 

 

(2)  

問３ 

(1)  

(2) ①  ②  

問４ 

(1)  

(2) 

リゲルはベガに比べると 

（                          ）から。 

 

問１ 

(1) イ 

(2) 水 

問２ 

(1) 

 

(2) ア 

問３ 

(1) エ 

(2) ① Ａ ② Ｄ 

問４ 

(1) 銀河系 

(2) 

リゲルはベガに比べると 

（ 地球からの距離が遠い ）から。 

 

問１ (2) 水を加熱して沸騰させると，気体になった水が泡として出ていく。 

問２ (1) 物体の先端から出て凸レンズの中心を通る光を作図すると，その光とスクリーンの交点に物体の先端か

ら出た光は集まる。光軸に平行に進み凸レンズに入射した光は，凸レンズで屈折した後焦点を通って，その交
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点に集まる。また，焦点を通って凸レンズに入射した光も，凸レンズに入射した後光軸に平行に進み，その交

点に集まる。 

問３ (2) タンパク質が体内で分解されるときには，有害な物質であるアンモニアが生じる。アンモニアは肝臓（Ａ）

で無害な尿素につくりかえられる。その後，尿素は血液によって腎臓（Ｄ）に運ばれて，不要な物質として尿

中に排出される。 

問４ (2) 地球からの距離が遠いほど，地球に届く光の量は少なくなる。 
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【過去問 32】 

次の各問いに答えなさい。 

（熊本県 2023 年度） 

問１ 
れい

令
こ

子さんは，太陽の動きに興味を持ち，季節ごとの太陽の１日の動きについて調べた。 

(1) 太陽は，高温の①（ア 気体  イ 液体  ウ 固体）のかたまりであり，自ら光や熱を宇宙空間に放

つ天体である。このような天体を  ②  という。 

 ①の（  ）の中から正しいものを一つ選び，記号で答えなさい。また， ②  に適当な語を入れなさ

い。 

(2) 図 10は天球を表しており，ア～ウは春分，夏至，秋分，

冬至のいずれかの太陽の日周運動のようすを示している。

冬至の太陽の日周運動のようすを示しているものをア～ウ

から一つ選び，記号で答えなさい。また，北緯 32.5°にお

ける冬至の太陽の南中高度を答えなさい。 

 

図 10 

 

次に令子さんは，６月の晴れた日に，北緯 32.5°の熊本県内のある地点で，Ⅰ～Ⅳの順で日時計を作成し

て時刻を調べる実験を行った。 

Ⅰ 画用紙に円をかき，時刻の目安として円の中心から 15°おきに円周に目盛りを記した時刻盤を作成した。 

Ⅱ 時刻盤の中心に竹串を通し，竹串と時刻盤が垂直になるようにして固定した。 

Ⅲ 図 11 のように時刻盤を真北に向け，図 12 のように竹串が水平面に対して観測地の緯度の分だけ上方に

なるようにして固定した。なお，図 12は，図 11を東側から見たものであり，竹串の延長線上付近には北極

星があることになる。 

Ⅳ 図 13のように時刻盤の目盛りと竹串の影の位置が重なった 12時 10分から１時間ごとに，18時 10分ま

で竹串の影を観察した。 

図 11  図 12  図 13  

(3) 15 時 10 分の時刻盤に映った竹串の影の位置として最も適当なものを，図 13 のア～エから一つ選び，記

号で答えなさい。 
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(4) 実験で用いた日時計について，正しく説明しているものを，次のア～エから二つ選び，記号で答えなさい。

ただし，日時計は晴れた日に使用するものとする。 

ア 時刻盤に映る竹串の影の長さは，１日の中では正午から夕方にかけて長くなる。 

イ 正午の時刻盤に映る竹串の影の長さは，夏至の日から秋分の日にかけて長くなる。 

ウ 夏至の日と秋分の日では，日時計を利用できる時間の長さは同じである。 

エ 冬至の日は，時刻盤に竹串の影が映らない。 

問２ 
あき

明
お

雄さんは，学校の近くにある露頭の観察を行い，記録をまとめた。次は，その記録の一部である。 

露頭の観察 

〔観察日と天気〕 

10月 23日 晴れ 

〔目的〕 

学校の近くにある露頭を観察し，地層のでき方を考える。 

〔方法〕 

Ⅰ 露頭のようすをスケッチする。 

Ⅱ 地層の特徴を調べる。 

〔結果〕 

・図 14のように，砂岩や泥岩，凝灰岩でできた層が見

られた。 

・この露頭で見られた地層の一部は，断層によってず

れていた。 

図 14 

 

〔観察後に調べたこと〕 

・この露頭で見られる地層には，カワニナやタニシの化石が見つかる層がある。 

・この露頭で見られる地層は，連続的に土砂が堆積した地層であり，上下の関係が逆転していない。 

(1) 大地が大きな力を受けて上昇することを  ①  といい，この作用により水底に堆積した地層を陸上で観

察することができる。また，地表に出ている岩石は，太陽の熱や水のはたらきなどによって表面からぼろぼ

ろになっていく。このような現象を  ②  という。 

  ①  ， ②  に適当な語を入れなさい。 

(2) 下線部について，化石は堆積岩の層から見つかることがあるが，火成岩の層からは見つからない。化石が

火成岩の層からは見つからない理由を書きなさい。 

(3) 露頭の観察の結果と観察後に調べたことから考えられるものを，次のア～オからすべて選び，記号で答え

なさい。 

ア 火山活動によって火山灰が堆積した層がある。 

イ 地層ができたときはサンゴが生息するような暖かな浅い海であった。 

ウ ｃ層よりｂ層の方が先に堆積した地層である。 

エ 河川や湖の底でつくられた層がある。 

オ 地層ができた後，大地に大きな力が加わった。 
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図 14の断層は，どのような力がはたらいてできたの

かを調べるため，明雄さんは，次の実験を行った。 

図 15 のような側面を水平方向に動かすことができ

る透明のプラスチック容器の中に，着色した寒天を水

平に入れ，地層を再現した。その後，図 15の矢印の向

きにプラスチック容器の側面をゆっくりと動かし，地

層に見立てた寒天の変化を観察した。図 16は，その結

果を示したものである。 

明雄さんは実験の結果から，図 14の断層は，横から

押す力がはたらくことで生じたと考えた。 

図 15 

 

図 16 

  

(4) 図 17は，大地に矢印の向きに横から押す力がはたらくようす

を模式的に示したものである。図 17のように力がはたらいたと

き，生じる可能性のある断層のようすを表したものとして適当

なものを，次のア～キからすべて選び，記号で答えなさい。 

図 17 

 

ア  イ  ウ  

エ  オ  カ  

キ  
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問１ 

(1) ①  ②  

(2) 冬至  
太陽の 

南中高度 
  度 

(3)  

(4)   

問２ 

(1) ①  ②  

(2)  

(3)  

(4)  

 

問１ 

(1) ① ア ② 恒星 

(2) 冬至 ア 
太陽の 

南中高度 
34.1 度 

(3) イ 

(4) イ エ 

問２ 

(1) ① 隆起 ② 風化 

(2) 火成岩はマグマが冷えて固まってできたものであるから。 

(3) ア，エ，オ 

(4) イ，オ，キ 

 

問１ (2) 図 10のアが冬至の日，イが春分または秋分の日，ウが夏至の日の太陽の日周運動のようすである。 

太陽の南中高度 

日本で観測される，春分の日・秋分の日，夏至の日，冬至の日のそれぞれの太陽の南中高度は，次の計算

によって求めることができる。 

春分の日・秋分の日…90°－観測地点の緯度 

夏至の日…………(90°－観測地点の緯度)＋23.4° 

冬至の日…………(90°－観測地点の緯度)－23.4° 

23.4°という角度は，公転面に垂直な方向に対しての地軸の傾きの大きさである。 

北緯 32.5゜における冬至の日の太陽の南中高度は，90－32.5－23.4＝34.1゜となる。 

(3) 図 13では，時刻盤の左の方が東，右の方が西の方角である。太陽は 12時 10分には真南にあるが，その３
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時間後の 15時 10分には西の方へ動いているので，竹串の影はその逆に東の方へ動く。よって，影の位置は

イである。 

(4) 夏至の日の太陽の南中時の光は，右の図の矢印Ａのような向きで指してい

る。太陽の南中高度は夏至の日が１年で最も高く，その後はしだいに低くな

り，秋分の日の南中時の光は右の図の矢印Ｂの向きに指すようになる。した

がって，正午の竹串の影の長さは，夏至の日から秋分の日にかけて長くなる

（イ）。なお，右の図のように，時刻盤は水平面に対して 

(90－32.5)度傾いているが，これは秋分の日の太陽の南中高度と同じである。

したがって，図の矢印Ｂの向きは時刻盤と水平である。 

 冬至の日は，太陽の南中高度は秋分の日よりもさらに低くなり，時刻盤の

裏から当たるようになるので，冬至の日の南中時には時刻盤に竹串の影は映

らない。南中時以外の時刻の場合は南中時よりも太陽の高度が低いので，や

はり時刻盤に竹串の影は映らない（エ）。 

 

  なお，春分の日と秋分の日は，太陽の天球上の通り道と地平面がつくる角度と，時刻盤の傾きとが一致す

るので，この日は太陽の光がつねに時刻盤と平行に指すことになり，竹串の影の長さは変化しない。よって，

アは正しくない。また，夏至の日の方が秋分の日よりも太陽がのぼっている時間が長いので，夏至の日の方

が日時計を利用できる時間は長い。よってウは正しくない。 

問２ (3) ｂ層の凝灰岩は火山灰が堆積してできる岩石なので，アは正しい。カワニナやタニシは海ではなく，河川

や湖などに生息しているので，エは正しい。地層に断層が見られるのでオも正しい。なお，サンゴは暖かな浅

い海に生息するが，この観察からこの地層が暖かな浅い海でできたかどうかはわからない。また，地層の上下

の逆転がない場合は，下にある層ほど古い時代に堆積したものであるので，ｂ層よりもｃ層の方が先に堆積し

ている。 
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【過去問 33】 

次の問１～問４に答えなさい。 

（大分県 2023 年度） 

問１ 花子さんと太郎さんは，刺激に対するヒトの反応時間について調べるために，次の実験を行った。①～③

の問いに答えなさい。 

 [図１]のように，花子さんはものさしの上端をつかみ，太郎さんはものさし

の０の目盛りのところに親指と人差し指をそえて，いつでもつかめるようにし，

目を閉じた。 

 花子さんは「はい」と声を出し，同時にものさしから手をはなした。 

 [図２]のように，「はい」の声を聞いたら，太郎さんは落ちるものさしをつか

み，ものさしの０の目盛りからどれくらいの距離でつかめたかを調べた。 

  ～  を５回くり返した。 

 ［表１］は，調べた結果をまとめたものである。 

[表１] 

 

[図１] 

 

[図２] 

 

①  で，太郎さんが「はい」の声を聞いてから落ちるものさしをつかむまでの，刺激の信号と命令の信号が

伝わる経路として最も適当なものを，ア～オから１つ選び，記号を書きなさい。 

ア 耳→手 イ 耳→脳→手 ウ 耳→脳→脊髄→手 

エ 耳→脊髄→脳→手 オ 耳→脊髄→手 

② [図３]はものさしが落ちる距離とものさしが落ちるのに要する時間の対応

目盛りの一部である。[図３]を用いて，[表１]の調べた距離の平均から，「は

い」の声を聞いてから落ちるものさしをつかむまでの，およその反応時間とし

て最も適当なものを，ア～エから１つ選び，記号を書きなさい。 

ア 0.17秒 イ 0.18秒 ウ 0.19秒 エ 0.20秒 

③ 刺激に対するヒトの反応について調べたところ，今回の実験での反応とは別

に，反射という反応があることがわかった。反射の例として適当なものを，ア

～オからすべて選び，記号を書きなさい。 

ア 名前を呼ばれたので，返事をした。 

イ 暗いところから明るいところに出たので，目のひとみが小さくなった。 

[図３] 

 

ウ 地震の揺れを感じたので，机の下に隠れた。 

エ 寒かったので，手に息を吹きかけた。 

オ おにぎりを口に入れたので，だ液が出た。 
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問２ 月の動きについて調べた。①～③の問いに答えなさい。 

 ある年の２月11日に，大分県のある場所で月が真南に見えた時刻を調べると，20時21分であった。 

 次の日の２月12日に，同じ場所で20時21分の月の位置を観察したところ，真南に見えなかった。 

① [図４]は月の写真である。月には海と呼ばれる黒い部分があり，この部分は玄武

岩などの黒い岩石でできている。玄武岩の説明として最も適当なものを，ア～エか

ら１つ選び，記号を書きなさい。 

ア 深成岩で，斑状組織が見られる。 イ 深成岩で，等粒状組織が見られ

る。 

ウ 火山岩で，斑状組織が見られる。 エ 火山岩で，等粒状組織が見られ

る。 

[図４] 

 

② [図５]は，地球の北極側から見た地球の自転のようす，地球

の公転軌道とそのようす，月の公転軌道を模式的に表したも

のである。また，［図６］は，日本のある場所で観察された皆

既月食における月の見え方の変化を，デジタルカメラで同じ

位置から撮影し，並べたものである。地球の自転の向き，地球

の公転の向き，皆既月食における月の見え方の変化の向きの

組み合わせとして最も適当なものを，ア～クから１つ選び，記

号を書きなさい。 

[図５] 

 

[図６] 

 

 ア イ ウ エ オ カ キ ク 

地球の自転の向き ａ ａ ａ ａ ｂ ｂ ｂ ｂ 

地球の公転の向き ｃ ｃ ｄ ｄ ｃ ｃ ｄ ｄ 

皆既月食における月の見え方の変化の向き ｅ ｆ ｅ ｆ ｅ ｆ ｅ ｆ 

③  で，２月12日に観察すると，20時21分に見える月は真南から東に12°の位置に見えた。２月12日に月

が真南に見える時刻を求めなさい。ただし，地球は自転により１時間当たりでは15°回転するものとする。

また，２月12日の20時21分から月が真南に見える時刻までの間は，月の公転の影響は考えないものとする。 
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問３ 花子さんは，「どれくらいの食塩水の濃さで，生卵が浮くだろうか」という疑問を持ち，次の実験を行っ

た。①～③の問いに答えなさい。 

 ビーカーを用意し，20℃の水を 200ｇ入れ，生卵を入れたところ，[図７]の

ように，生卵はビーカーの底に沈んだ。 

  のビーカーに食塩を２ｇ入れ，ガラス棒でよくかき混ぜたところ，食塩

はすべて溶け，生卵はビーカーの底に沈んだままだった。 

  の操作を，生卵がビーカーの食塩水に浮かぶまで繰り返した。その結果，

溶けた食塩が 28ｇになったとき，生卵がビーカーの食塩水に浮かんだ。 

[図７] 

 
 

① 食塩の主成分は塩化ナトリウムである。塩化ナトリウムは水に溶けると電離する。食塩水中での塩化ナト

リウムの電離のようすを化学反応式で表しなさい。 

②  で，食塩が 28ｇ溶けたとき，ビーカーの食塩水の質量パーセント濃度は何％か，四捨五入して小数第

一位まで求めなさい。 

③  の実験が終わった後，花子さんは先生と次の会話をした。（ ｇ ）に当てはまる語句として最も適当

なものを，ア～エから１つ選び，記号を書きなさい。 

花子：今回の実験で，沈んでいた生卵が浮かんだ理由は，食塩水の密度が，食塩水中の生卵の（ ｇ ）

なったためですね。 

先生：そのとおりです。 

ア 質量より大きく イ 質量より小さく ウ 密度より大きく エ 密度より小さく 

問４ 回路に流れる電流について調べた。①～③の問いに答えなさい。 

 [図８]の回路のように，電熱線Ｐ，Ｑを並列につなぎ，６Ｖの

電源につなぎ，点Ｘ，Ｙの位置で電流の大きさＩＸ，ＩＹをそれ

ぞれ測定した。 

 [表２]は，その結果をまとめたものである。 

[表２] 

 

 [図９]の回路のように，  と同じ電熱線Ｐ，Ｑを直列につな

ぎ，６Ｖの電源につないだ。 

[図８] 

 

[図９] 

 

①  で，回路全体の抵抗の大きさは何Ωか，求めなさい。 
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② 次の文は  ，  についてまとめたものである。（ ｈ ），（ ｉ ）に当てはまる語句の組み合わせとし

て最も適当なものを，ア～エから１つ選び，記号を書きなさい。また，（ ｊ ）に当てはまる数値を求め

なさい。 

 の回路で消費電力が大きいのは電熱線（ ｈ ）であり，  の回路で消費電力が大きいのは電熱線

（ ｉ ）である。  の回路で電熱線Ｑの消費電力は（ ｊ ）Ｗとなる。 

 ア イ ウ エ 

ｈ Ｐ Ｐ Ｑ Ｑ 

ｉ Ｐ Ｑ Ｐ Ｑ 

③  で，３分間６Ｖの電源につないだとき，回路全体で消費された電力量は何Ｊか，求めなさい。 

 

 ①   

問１ ②   

 ③   

 ①   

問２ ②   

 ③    時        分 

 ①   

問３ ②   ％ 

 ③   

問４ 

①   Ω 

② 

記号    

消費電力   Ｗ 

③   Ｊ 
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 ① ウ 

問１ ② イ 

 ③ イ，オ 

 ① ウ 

問２ ② キ 

 ③ 21  時  ９  分 

 ① ＮａＣｌ → Ｎａ＋ ＋ Ｃｌ－ 

問３ ② 12.3 ％ 

 ③ ウ 

問４ 

① 7.5 Ω 

② 

記号 イ 

消費電力 0.675 Ｗ 

③ 162 Ｊ 

 

問１ ① 耳で受けとった刺激の信号は感覚神経によって直接脳に伝えられる。脳がそれを判断して命令の信号を

出すと，その信号は脊髄から運動神経を通って手の筋肉に伝えられる。 

② 表１の結果の平均を求めると，
 14.7＋15.5＋17.8＋16.5＋15.5 

５
＝16.0cmである。図３より，ものさし 

 が落ちる距離が 16cmのとき，ものさしが落ちるのに要する時間はおよそ 0.18秒であることがわかる。 

③ 反射は刺激に対して意識と関係なく起こる反応である。 

問２ ① 斑状組織と等粒状組織 

・斑状組織……比較的大きい鉱物（斑晶）と細かい粒（石基）でできた，火成岩（火山岩）の

つくり 

・等粒状組織…ほぼ同じ大きさの結晶が互いに組み合わさってできた，火成岩（深成岩）のつ

くり 

玄武岩は黒っぽい色をした火山岩である。 

② 地球の北極側から見ると，地球の自転の向きと公転の向きは，いずれも反時計回りになっている。また，

月の公転の向きも反時計回りなので，月が地球の影に入ることで起きる皆既月食では，ｅのように見え方が

変化していく。 

③ 月は，東から南を通って西の向きに，24時間（1440分）で 360°移動する。よって，東から南へ 12°移動

するのにかかる時間を xとすると，1440：360＝x：12より，x＝48分と求められる。20時 21分の 48分後は

21時９分である。 

問３ ① 塩化ナトリウム（ＮａＣｌ）はナトリウムイオン（Ｎａ＋）と塩化物イオン（Ｃｌ－）に電離する。 

② 質量パーセント濃度 

質量パーセント濃度【％】＝
 溶質の質量【ｇ】

  溶液の質量【ｇ】
×100＝

 溶質の質量【ｇ】

  溶媒の質量【ｇ】＋溶質の質量【ｇ】
×100 
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溶媒である水は 200ｇ，溶質である食塩が 28ｇなので，
28

（200＋28）
×100＝12.28…より，12.3％ 

③ 水と生卵では，生卵の方が密度が大きいため，水に生卵を入れると沈んだ。水に食塩を溶かしていくと食

塩水の密度が大きくなっていき，食塩水の密度が生卵の密度より大きくなると，生卵が浮かぶ。 

問４ ① オームの法則 

抵抗…Ｒ＝
 Ｖ 

 Ｉ 
 ，電流…Ｉ＝

 Ｖ 
 Ｒ 

 ，電圧…Ｖ＝ＲＩ 

電源の電圧が６Ｖ，回路全体に流れる電流が 800mA（0.8Ａ）なので，回路全体の抵抗の大きさは， 
６Ｖ

 0.8Ａ 
＝7.5Ω 

② 電力の計算 

電力【Ｗ】＝電圧【Ｖ】×電流【Ａ】 

図８でＰに流れる電流は 0.6Ａ，Ｑに流れる電流は 0.8－0.6＝0.2Ａである。図８ではＰとＱは並列にな

っているため，どちらにも電源の電圧と同じ６Ｖの電圧が加わる。よって，Ｐの消費電力は，６Ｖ×0.6

Ａ＝3.6Ｗ，Ｑの消費電力は，６Ｖ×0.2Ａ＝1.2Ｗである。 

なお，Ｐの抵抗の大きさは
６Ｖ

 0.6Ａ 
＝10Ω，Ｑの抵抗の大きさは

６Ｖ

  0.2Ａ 
＝30Ωである。 

ＰとＱが直列になっている図９では，回路全体の抵抗の大きさは 10＋30＝40Ω，回路全体に流れる電流

は，
６Ｖ

 40Ω 
＝0.15Ａとなる。 

このとき，Ｐに加わる電圧は 10Ω×0.15Ａ＝1.5Ｖ，消費電力は 1.5Ｖ×0.15Ａ＝0.225Ｗ，Ｑに加わる電圧

は 30Ω×0.15Ａ＝4.5Ｖ，消費電力は 4.5Ｖ×0.15Ａ＝0.675Ｗとなる。 

 

 ③ 電力量【Ｊ】＝電力【Ｗ】×時間【ｓ】 

電源の電圧が６Ｖ，回路に流れる電流が 0.15Ａなので，回路全体の消費電力は６Ｖ×0.15Ａ＝0.9Ｗである。

よって，３分間（180秒）で消費された電力量は，0.9Ｗ×180ｓ＝162Ｊ 
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【過去問 34】 

すず

鈴
え

恵さんは，太陽と星座の動きについて興味をもち，調べることにした。後の問１，問２に答えなさい。 

（宮崎県 2023 年度） 

問１ 図は，季節による星座の移り変わりと地球の公転の関係を模式的に表したものである。後の(1)～(4)の問

いに答えなさい。ただし，図のＡ～Ｄは，日本が春分，夏至，秋分，冬至のいずれかのときの地球の位置を

示している。 

図  

(1) 地球から見た太陽は地球の公転によって，星座の中を動いていくように見える。この星座の中の太陽の通

り道を何というか，漢字で書きなさい。 

(2) 図に関して，地球の自転の向きを示すのはａ，ｂのどちらか。また，地球の公転の向きを示すのはｃ，ｄ

のどちらか。それぞれの向きを示すものとして，適切な記号の組み合わせを，次のア～エから１つ選び，記

号で答えなさい。 

ア 自転：ａ  公転：ｃ イ 自転：ａ  公転：ｄ 

ウ 自転：ｂ  公転：ｃ エ 自転：ｂ  公転：ｄ 

(3) 図に関する説明として，適切なものはどれか。次のア～エから１つ選び，記号で答えなさい。 

ア 日本が夏至のとき，地球の位置はＤである。 

イ 地球がＡとＣの位置にあるとき，南極では１日中，太陽を見ることができる。 

ウ 地球がＢの位置にあるとき，昼間と夜間の長さがほぼ同じになる。 

エ 日本が冬至のとき，真夜中に南の空に見える星座は，さそり座である。 
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(4) 鈴恵さんは，地球の地軸について調べ，次のようにまとめた。    に入る適切な内容を，下のア～エ

から１つ選び，記号で答えなさい。 

〔まとめ〕 

地球の地軸は公転面に垂直な方向に対して約 23.4°傾いたまま，自転しながら公転している。この

地軸の傾きにより，太陽の南中高度や昼間の長さが季節によって変化している。例えば，地球の地軸

が公転面に垂直な方向に対して 10°傾いたまま公転しているとする。このとき，傾きが約 23.4°のと

きと比べて，日本での季節による変化は，         。 

ア 南中高度と昼間の長さのどちらの変化も小さくなる 

イ 南中高度と昼間の長さのどちらの変化も大きくなる 

ウ 南中高度は変化が大きくなり，昼間の長さは変化が小さくなる 

エ 南中高度は変化が小さくなり，昼間の長さは変化が大きくなる 

問２ 次の文は，鈴恵さんが家族で星空を観察したことを，先生に話しているときの会話である。    に入

る最も適切な言葉を，下のア～エから１つ選び，記号で答えなさい。 

鈴恵： とてもきれいな星空でした。星座占いで，私の誕生日はおうし座になるのですが，見つけるこ

とができてよかったです。 

先生： 何時に観察したのですか。 

鈴恵： 午後９時に観察しました。おうし座は南の空に見えました。 

先生： 見える星座は季節ごとに移り変わることを学習しましたね。鈴恵さんが観察した日から１か月

前に同じ場所で観察していたとすると，おうし座が同じ位置に観察できたのは何時だったかわか

りますか。 

鈴恵： おうし座は，    に観察できると思います。 

先生： その通りです。よくできましたね。 

ア 午後７時 イ 午後８時 ウ 午後 10時 エ 午後 11時 

 

問１ 

(1)  

(2)  

(3)  

(4)  

問２   
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問１ 

(1) 黄道 

(2) エ 

(3) ウ 

(4) ア 

問２ エ 

 

問１ (2) 地球の北極側から見ると，地球の自転の向きも公転の向きも反時計回りとなる。 

(3) ア…日本が夏至のときの地球の位置はＡなので，誤り。イ…地球がＡの位置にあるときは，南極では太陽

を見ることができないので，誤り。ウ…地球がＢとＤの位置にあるときは，昼間と夜間の長さがほぼ同じに

なるので，正しい。エ…日本が冬至（Ｃ）のとき，真夜中に南の空に見えるのはオリオン座なので，誤り。 

(4) 太陽の南中高度 

日本で観察される，春分の日・秋分の日，夏至の日，冬至の日のそれぞれの太陽の南中高

度は，次の計算によって求めることができる。 

春分の日・秋分の日…90°－(観察地点の緯度) 

夏至の日………………90°－(観察地点の緯度－23.4°) 

冬至の日………………90°－(観察地点の緯度＋23.4°) 

23.4°という角度は，公転面に垂直な方向に対しての地軸の傾きの大きさである。  
春分や秋分では，地軸の傾きの影響を受け

ず，昼間の長さと夜間の長さがほぼ同じにな

り，南中高度は観測地点の緯度によって決ま

る。これに対し，夏至では地軸の傾きの影響

によって，南中高度が高くなり，右の図のよ

うに光が当たるため，昼間が長くなる。また，

冬至では南中高度が低くなり，昼間が短くな

る。地軸の傾きが大きいほどこの変化が大き

くなるので，地軸の傾きが 10°の場合は，

23.4°の場合よりも変化が小さくなる。 

問２ 星は時間が経つにつれて東から西に動き，１

日（24時間）で天球上を１周する（360°移動

する）ので，１時間で 15°移動する。 
 

 また，同じ時刻に星が見える位置は，東から西にずれていき，１年（12か月）で天球上を１周するので，１

か月で 30°移動する。よって，１か月前の９時におうし座が見えたのは，南から東側へ 30°ずれた位置だ

ったと考えられるので，そのおうし座が南の空に見えるのは，30÷15＝２時間後の午後 11時である。 
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【過去問 35】 

次の問１，問２に答えなさい。答えを選ぶ問いについては記号で答えなさい。 

（鹿児島県 2023 年度） 

問１ ある日，桜島に行ったゆうさんが，気づいたことや，桜島に関してタブレット端末や本を使って調べたり

考えたりしたことを，図のようにまとめた。 

図 

 桜島について ○年△月□日 

〈気づいたこと〉 

・ゴツゴツした岩がたくさんあった。 

・道のあちらこちらに火山灰が見られた。 

 

 
 桜島 

〈火山の形〉 

 

〈火山灰の観察〉 

目的：火山灰にふくまれる一つ一つの粒の色や形を調べる。 

方法：少量の火山灰を     ａ     。 

その後，適切な操作を行い，双眼実体顕微鏡で粒をくわしく

観察する。 

〈火山灰の広がり〉 

桜島の降灰予報から火山灰の広がりについて考えた。右の桜島

の降灰予報から，桜島上空の風向は  ｂ  であることがわかる。

もし，桜島上空に上がった火山灰が，この風によって10ｍ/ｓの 

桜島の降灰予報 

 

速さで 30km離れた地点Ｐの上空に到達したとすると，そのときにかかる時間は， ｃ  分であると考

えられる。 

１ 地下にあるマグマが地表に流れ出たものを何というか。 

２ 図の〈火山の形〉について，噴火のようすと火山噴出物の色の特徴を解答欄の書き出しのことばに続けて

書け。 
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３ 図の〈火山灰の観察〉について， ａ  にあてはまる操作として最も適当なものはどれか。 

ア 蒸発皿に入れて水を加え，指でおして洗う イ スライドガラスにのせ染色液をたらす 

ウ ビーカーに入れてガスバーナーで加熱する エ 乳鉢に入れて乳棒を使ってすりつぶす 

４ 図の〈火山灰の広がり〉について， ｂ  と  ｃ  にあてはまるものとして最も適当なものはそれぞれ

どれか。 

 ｂ  ア 北東 イ 南東 ウ 南西 エ 北西 

 ｃ  ア ３ イ 10 ウ 50 エ 300 

問２ たかしさんとひろみさんは，太陽の黒点について調べるため，図１のような天体望遠鏡を使って太陽の表

面を数日間観察した。そのとき太陽の像を記録用紙の円の大きさに合わせて投影し，黒点の位置や形をスケ

ッチした。その後，記録用紙に方位を記入した。図２は，スケッチしたもののうち２日分の記録である。 

図１ 図２ 

  

１ 黒点が黒く見える理由を，解答欄の書き出しのことばに続けて書け。 

２ 図２のＡ～Ｄには記入した方位が書かれている。天体望遠鏡を固定して観察していたとき，記録用紙の円

からＡの方向へ太陽の像がずれ動いていた。Ａはどれか。 

ア 東 イ 西 ウ 南 エ 北 

次は，観察の後の２人と先生の会話である。 

たかし：数日分の記録を見ると，黒点の位置が変化していることから，太陽は  ａ  していることがわかる

ね。 

ひろみ：周辺部では細長い形に見えていた黒点が，数日後，中央部では円形に見えたことから，太陽は  ｂ  

であることもわかるね。 

先 生：そのとおりですね。 

たかし：ところで，黒点はどれくらいの大きさなのかな。 

ひろみ：地球の大きさと比べて考えてみようよ。 

３ この観察からわかったことについて，会話文中の  ａ  と  ｂ  にあてはまることばを書け。 

４ 下線部について，記録用紙の上で太陽の像は直径 10cm，ある黒点はほぼ円形をしていて直径が２mmであ

ったとする。この黒点の直径は地球の直径の何倍か。小数第２位を四捨五入して小数第１位まで答えよ。た

だし，太陽の直径は地球の直径の 109倍とする。 
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問１ 

１   

２ 

傾斜がゆるやかな形の火山はドーム状の形の火山に比べて， 

 

３   

４ ｂ  ｃ  

問２ 

１ 
黒点はまわりに比べて， 

 

２  

３ ａ  ｂ  

４   倍 

 

問１ 

１ 溶岩 

２ 

傾斜がゆるやかな形の火山はドーム状の形の火山に比べて， 

噴火のようすはおだやかで，火山噴出物の色は黒っぽい。 

３ ア 

４ ｂ エ ｃ ウ 

問２ 

１ 

黒点はまわりに比べて， 

温度が低いから。 

２ イ 

３ ａ 自転 ｂ 球形 

４ 2.2 倍 

 

問１ ４ 降灰予報より，桜島上空に上がった火山灰が桜島から南東にある地点Ｐの方向へ広がっていくことが読み

取れる。上空に上がった火山灰は，一般に，上空をふく風によって広がっていくため，このときの桜島上空の

風は北西からふいていたことがわかる。また，30km 離れた地点Ｐまで，10ｍ/s の速さで広がっていったとす

ると，かかる時間は（30×1000）ｍ÷10ｍ/s＝3000sより，50分である。 

問２ ２ 地球は西から東へ約 1日に１回転しているため，天体望遠鏡を固定して太陽を観察すると，太陽の像の位
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置が，時間がたつにつれ西へ動いていく。よって，太陽の像がずれ動いていったＡは西である。 

３ 黒点の位置が時間とともに変化することは，太陽が自転していることを示す。また，このとき，周辺部で

は細長い形に見えていた黒点が，太陽の中央部では円形に見えたことから，太陽の形は球形であることがわ

かる。 

４ 太陽の像の直径が 10cm，黒点の直径が２mmであることから，黒点の直径は太陽の直径の
 0.2 

10
＝

 2 

 100 
 よって

 2 

 100 
倍である。また，太陽の直径は地球の直径の 109倍であるから，観察した黒点の直径は，地球の直径の

109×
 2 

 100 
＝2.18 よって 2.2倍 
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【過去問 36】 

太陽と恒星について，次の問いに答えなさい。 

（沖縄県 2023 年度） 

〔Ⅰ〕 表１は太陽系の惑星の特徴をまとめたものである。 

表１ 太陽系の惑星の特徴（地球の直径・質量および公転周期を１としている） 

 地球 ア イ ウ エ オ カ キ 

直径 

（地球＝１） 
1.00 11.21 0.38 4.01 9.45 0.95 3.88 0.53 

質量 

（地球＝１） 
1.00 317.83 0.06 14.54 95.16 0.82 17.15 0.11 

公転周期 

（地球＝１） 
1.00 11.86 0.24 84.25 29.53 0.62 165.23 1.88 

平均密度 

〔ｇ/cm3〕 
5.51 1.33 5.43 1.27 0.69 5.24 1.64 3.93 

問１ 表１において，水星・土星を表しているものをア～キの中からそれぞれ１つ選び記号で答えなさい。 

問２ 表１の惑星は，図１のようにＡのグループとＢのグループに分類することができる。Ｂのグループを何と

いうか。漢字で答えなさい。 

図１ 惑星の直径と平均密度の関係図 

 

問３ 次の文は，ＡのグループとＢのグループの特微をまとめたものである。（ ① ），（ ② ）に当てはま

る語句を答えなさい。また，③については，〔   〕の中から選び答えなさい。 

・図１のＡのグループの惑星は，Ｂのグループに比べると小型の天体で，表面は（ ① ），中心部は金属で

できているため平均密度が大きい。 

・図１のＢのグループの惑星は，主に水素と（ ② ）でできた大気をもち，平均密度が小さい。 

・ＡのグループとＢのグループの公転周期を比べると，③〔 Ａ ・ Ｂ 〕のグループのほうが短い。 
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〔Ⅱ〕 図２は，地球が太陽の周りを公転している様子を表した模式図である。 

図２ 地球の公転模式図（地球の北極側を上にしている） 

 

問４ 地球の公転方向，北半球の季節および地球の位置を正しく表している組み合わせとして，最も適当なもの

を次のア～クの中から１つ選び記号で答えなさい。 

 ア イ ウ エ オ カ キ ク 

公転方向 Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｙ Ｙ Ｙ Ｙ 

北半球の季節 春 夏 秋 冬 秋 冬 春 夏 

地球の位置 ａ ａ ｂ ｂ ｃ ｃ ｄ ｄ 

問５ 太陽は，惑星と同じように自転している。図３は，太陽を自転軸の真上から見た模式図である。太陽が図

の矢印方向へ自転し，太陽の表面にあった黒点が 24時間後，元の場所から 12.5°ずれた位置に移動した場

合，太陽の自転周期は約何日になるか答えなさい。ただし，小数第１位まで答えなさい。 

図３ 太陽を自転軸の真上から見た模式図 

 

 

問１ 水星  土星  

問２  

問３ 

①   

②   

③   

問４  

問５   日 
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問１ 水星 イ 土星 エ 

問２ 木星型惑星 

問３ 

① 岩石 

② ヘリウム 

③ Ａ 

問４ ア 

問５ 28.8 日 

 

問１ 水星は，太陽系の惑星の中で最も太陽に近い位置を公転している惑星である。そのため，公転周期が太陽系

の惑星の中で最も短い。また，土星は太陽系の惑星の中で，直径が２番目に大きく，平均密度は太陽系の惑星

の中で最も小さい。 

問２ 太陽系の惑星のうち，直径が小さく平均密度が大きい惑星を地球型惑星，直径が大きく平均密度が小さい惑

星を木星型惑星という。 

問３ 地球型惑星の表面は岩石でおおわれ，中心部は金属でできている。また，木星型惑星は主に水素とヘリウム

でできた大気をもつ。地球型惑星には水星，金星，地球，火星がふくまれ，その他の惑星は木星型惑星に分類

され，公転周期はより太陽に近い位置を公転する地球型惑星の方が短い。 

問５ 黒点の位置は太陽が自転することで，地球から見える位置が動いて見える。よって，太陽は１日（24 時間）

で 12.5°自転しており，自転周期は天体が 360°回転するのにかかる時間だから，太陽の自転周期は 360°÷

12.5°＝28.8で，約 28.8日となる。 

 

 


